
十
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モ
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イ
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之

十三・四世紀におけるモンゴル軍のインド侵入（恵谷）

　A酬レ　’wttsv

　
【
要
約
】
　
十
三
世
紀
初
葉
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
鷹
下
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
に
始
ま
り
、
そ
の
後
十
四
世
紀
に
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル
族
は
西
北
イ
ン
ド
へ
　
｝

鰻
難
獄
轄
羅
強
直
骸
鹸
薄
緑
噸
綿
雲
砧
嬉
擁
蘇
避
鞭
碁
縁
懸
い
鷺

本
格
的
な
征
服
戦
を
展
開
し
、
デ
リ
あ
ス
ル
タ
ー
ン
政
権
（
霊
三
ω
葺
・
舞
）
の
背
後
を
脅
し
た
。
本
稿
は
そ
の
経
過
を
跡
づ
け
、
あ
わ
せ
て
そ
の
一

史
的
嚢
叢
黒
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
四
八
誉
号
一
九
六
葦
青
　
一

　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
〈
…
一
〈
・
一
…
〈
…
一
｝
一
〉
、
一
〈
…
～
㌧
（
f
＞
、
監
（
〆
〉
㌧
ー
ト
ち
く
（
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
と
激
し
く
衝
突
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
フ
ワ
…
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
・

　
　
一
　
序
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
タ
ー
ソ
・
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
の
軍
を
破
り
、
彼
を
カ
ス
ピ
海
の
一

　
十
三
世
紀
の
初
め
モ
ン
ゴ
リ
ア
高
原
に
都
族
絃
二
を
完
成
し
た
チ

ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
は
、
ま
ず
西
夏
を
滅
し
た
後
、
当
時
華
北
を
領
有
し
て

い
た
金
壷
に
対
す
る
征
服
戦
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
蠣
方
に
注
意

、
を
向
け
、
や
が
て
オ
ト
ラ
ル
事
件
を
契
機
と
し
て
大
規
模
な
遠
征
事

業
に
乗
り
出
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
ま
ず
ヵ
ラ
・
キ
タ
イ
の
嘱
領
土

を
占
領
し
た
後
、
シ
ル
ダ
リ
ア
の
線
を
越
え
て
西
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ン

に
進
出
し
た
ガ
、
長
時
こ
の
地
を
領
有
し
て
い
た
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
帝

孤
島
に
蒙
塵
を
余
儀
な
く
せ
し
め
、
そ
の
子
ジ
エ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ

ィ
ー
ソ
を
追
跡
し
て
イ
ン
ダ
ス
河
畔
で
決
戦
を
挑
ん
だ
。
モ
ソ
、
瓢
ル

軍
が
初
め
て
イ
ン
ド
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
の
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
本
隊
は
や
が
て
短
日
月

の
後
、
引
き
上
げ
た
が
、
そ
の
後
、
約
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ

ル
軍
は
繰
り
返
し
西
北
イ
ン
ド
に
侵
入
し
、
当
時
北
イ
ン
ド
を
支
配

し
て
い
た
デ
リ
ー
の
ス
ル
タ
ー
ン
政
権
の
背
後
を
脅
し
た
。
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本
稿
は
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
を
め
ぐ
っ
て
、
当
時
の
西
北
イ

ン
ド
の
事
情
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
セ
す
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
　
イ
ン
ダ
ス
河
畔
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
軍

　
さ
て
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
の
西
域
遠
征
は
趨
接
に
は
オ
ト
ラ
ル
事

件
に
端
を
発
し
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
当
時
、

東
部
イ
…
ラ
ー
ソ
・
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
か
ら
西
ト
ル
キ
ス
タ
！
ソ
に
領

土
を
保
有
し
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
心
臓
部
を
お
さ
え
て
い
た
フ
ワ
…
ラ

ズ
ム
帝
国
と
東
方
の
新
興
勢
力
モ
ン
ゴ
ル
と
の
東
西
貿
易
路
の
占
有

権
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
の
西
域
遠
征
の
記
事
は
元
町
に
は
太
祖
十
四
年

の
條
か
ら
み
え
て
い
る
。

　
　
〔
十
四
年
、
　
己
卯
〕
百
画
面
日
〃
、
　
繭
域
殺
使
丁
、
　
帝
率
師
、
親
征
、
　
轡
取
皿
糊

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
苔
刺
城
、
檎
其
強
縮
只
児
只
蘭
禿
、

　
説
苔
刺
は
い
う
ま
で
も
な
く
オ
ト
ラ
ル
（
○
霞
霞
）
で
あ
り
、
恰
只
児

湿
雪
禿
は
当
時
フ
ワ
！
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
の
任
命
し
て
い
て
オ
ト
ラ

ル
の
太
守
ガ
イ
ル
・
ハ
ソ
・
イ
ナ
ル
チ
ュ
ク
（
○
冨
望
騨
囚
訂
⇔
H
影
プ

。
営
ρ
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ガ
イ
ル
・
ハ
ソ
が
モ
ン
ゴ
ル
側

の
使
者
を
殺
害
し
た
の
に
対
し
討
伐
の
た
め
太
祖
自
か
ら
兵
を
進
め
、

こ
の
地
を
攻
略
し
た
次
第
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て

元
史
本
紀
は
、

　
　
十
五
年
庚
辰
、
春
三
月
、
帝
克
蒲
藻
城
、
夏
五
月
、
、
克
尋
思
干
城
、
駐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
躍
也
石
的
石
河
、
秋
攻
斡
脱
羅
児
城
、
克
之
、

と
記
し
て
い
る
。
蒲
華
は
し
d
巳
魯
補
習
、
尋
思
干
は
ω
ρ
き
鍵
園
ρ
鐸
創
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

也
石
蟹
石
河
は
聖
武
親
征
録
の
也
児
的
石
河
で
目
獣
。
，
げ
河
、
幹
骨

羅
児
は
○
鍾
霞
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
元
史
の
記
述
に
混
乱
が

あ
り
、
オ
ト
ラ
ル
攻
略
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
他
、
次
の
十

六
年
の
條
に
も
ふ
た
た
び
ト
恰
児
（
b
」
巳
．
｝
、
卿
轟
）
、
蘇
迷
思
干
（
も
。
㊤
β
，

鴛
｝
（
ρ
叫
益
）
攻
略
の
記
菓
が
み
え
る
。

　
　
十
∴
ハ
年
轟
羊
【
巳
春
、
　
帝
攻
ト
恰
児
。
醇
迷
感
心
¶
丁
等
城
、
　
謝
正
エ
」
嵩
み
亦
攻
養
士
口

　
干
・
八
児
真
等
城
、
並
下
之
、
夏
凶
月
、
駐
灘
営
門
胴
、
…
…
秋
意
攻
班

　
霧
等
城
、
皇
子
乖
赤
・
察
禽
台
・
窩
闊
台
分
皿
玉
龍
傑
赤
満
城
、
下
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
④

　
冬
十
月
、
鑑
子
抱
雷
克
馬
魯
察
葉
可
．
馬
魯
．
喜
劇
思
等
城
、

　
養
吉
干
は
シ
ル
河
下
流
の
く
窪
σ
q
乙
（
①
導
、
　
八
児
真
は
じ
d
錠
㍗

雛
σ
q
げ
漸
①
暮
、
班
重
弁
は
じ
ご
巴
障
プ
、
王
龍
傑
赤
は
O
肩
σ
q
9
且
、
馬
魯
賜

田
可
は
自
㊤
遷
。
ず
p
ρ
馬
魯
は
鼠
興
く
、
昔
春
思
は
ω
錠
二
士
げ
ω
を

写
し
た
も
の
で
あ
り
、
元
史
は
続
い
て
ト
ゥ
ル
イ
の
東
部
イ
ー
ラ
ー

ソ
・
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
地
方
へ
の
進
撃
を
述
べ
、
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＋三・賜世紀におけ6tンゴル軍のインド優入（恵谷）
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十
七
年
壬
午
春
、
皇
子
描
需
克
徒
思
・
匿
察
兀
児
等
城
、
還
経
木
刺
夷

國
、
大
論
語
、
渡
翻
醐
閲
河
、
克
也
里
等
城
、
遂
輿
帝
會
、
甲
兵
攻
塔
里

　
寒
塞
、
抜
身
、
…
…
夏
避
暑
塔
里
雪
塞
、
西
域
主
従
闘
丁
出
奔
、
興
滅
里

　
可
汗
合
、
忽
都
忽
興
戦
不
利
、
帝
自
活
繋
之
、
檎
滅
里
可
汗
、
札
蘭
丁
遽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
玄
、
遣
八
刺
追
之
、
不
獲
、

と
記
し
て
い
る
が
、
徒
思
は
↓
¢
ω
，
匿
察
兀
児
は
緊
富
げ
ρ
や
霞
、
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

刺
夷
は
親
征
録
の
木
遣
璽
で
嵐
巳
p
ぼ
号
（
？
．
）
、
糊
欄
三
河
は
燦
貧
出

国
鼠
（
P
）
、
也
里
は
缶
興
鋒
、
塔
二
二
は
8
巴
5
9
で
あ
り
、
チ

ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
が
塔
璽
寒
塞
を
攻
略
し
、
附
近
の
山
地
に
夏
の
幕
営

を
設
け
て
い
た
と
き
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
の
ス
ル
タ
ー
ソ
・
ム
ハ
ソ
マ
ッ

ド
の
子
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
（
札
蘭
丁
賓
藪
毒
q
6
冒
）
が

部
下
の
ハ
」
ソ
・
マ
リ
ク
（
滅
里
可
汗
囚
げ
9
諸
巴
鱒
）
と
と
も
に
シ
ギ
・

フ
ト
フ
の
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
戦
い
、
後
者
を
破
っ
た
と
い
う
報

せ
が
入
っ
た
。
当
時
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
よ
り
帰
還
し
た
ト
ゥ
ル
イ
、
フ

ワ
ー
ラ
ズ
ム
よ
り
帰
還
し
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ゲ
テ
ィ
の
軍
と
合
し

て
、
直
ち
に
ジ
ェ
ラ
：
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
討
伐
に
急
行
し
た
。
親

征
録
は
こ
の
事
件
を
、

　
　
時
西
域
速
里
憤
札
蘭
r
遁
去
、
遂
主
宰
鋼
爲
先
鋒
、
追
之
、
再
遣
速
不

　
台
．
抜
都
爲
綴
、
又
遣
脱
忽
察
児
、
殿
其
後
、
哲
別
至
蔑
墨
可
汗
城
、
不

　
犯
而
過
、
速
不
台
・
抜
都
塵
如
之
、
脱
忽
察
早
書
、
與
其
外
軍
戦
、
巴
里

　
可
汗
濯
、
棄
城
走
、
薮
陰
忽
那
書
籍
之
、
率
兵
進
襲
、
時
蔑
里
可
汗
與
札
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蘭
丁
合
、
就
戦
不
利
、
遂
遺
使
以
聞
、
上
臨
塔
里
寒
塞
、
率
精
鋭
親
旧
之
、

　
追
及
辛
自
画
河
、
獲
蔑
盟
可
汗
、
屠
其
衆
、
札
馬
丁
脱
身
入
河
、
泳
水
而

　
遁
、
遂
遣
八
刺
那
顔
、
將
兵
急
追
之
、
不
獲
、
因
大
野
祈
都
人
民
之
半
蒲

　
　
⑦

　
還
、

と
記
し
て
い
る
。
タ
！
リ
カ
ー
ソ
よ
り
急
行
し
た
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ

言
下
の
精
鋭
は
ピ
ン
下
ウ
ー
ク
シ
ュ
国
食
像
O
搾
竈
馬
を
越
え
て
（
シ

バ
ル
峠
を
越
え
、
バ
…
ミ
ヤ
ー
ソ
を
経
て
）
、
一
旦
ガ
ズ
ニ
ー
に
出
、
そ

こ
か
ら
（
カ
イ
バ
ル
練
を
越
え
）
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
に
進
出
し
、
ジ
ェ
ラ

ー
ル
・
ウ
ッ
デ
宮
ー
ン
の
軍
と
イ
ン
ダ
ス
河
畔
で
会
戦
し
た
と
思
わ

れ
る
。
元
朝
秘
史
も
こ
の
戦
の
有
様
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
ヂ
エ
ベ
　
（
考
駆
　
斡
。
σ
①
）
、
　
ス
ゥ
ベ
ー
テ
ィ
　
（
速
溺
礁
狽
ム
ロ
Q
Q
O
σ
⑦
ひ
穿
。
梓
。
一
）
、

　
ト
フ
チ
ャ
ル
（
脱
忽
察
児
8
0
ρ
餌
α
鍵
）
の
三
人
を
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ル
タ
ン
（
札
刺
勒
丁
渉
勒
壇
N
二
巴
（
剛
ぎ
ω
o
器
ρ
海
）
、
　
ハ
ン
・
メ
リ
ク
（
緊

　
簸
力
克
ρ
習
諸
窪
σ
q
）
二
人
の
後
か
ら
入
れ
て
、
か
え
っ
て
彼
ら
を
破
っ

　
て
殺
し
た
。
ブ
出
花
（
不
A
口
児
　
一
W
自
ゆ
ρ
履
）
、
セ
ミ
ス
カ
ブ
（
蘇
米
思
加
ト
ω
o
－

　
B
一
①
同
学
σ
）
、
オ
ト
ラ
ル
（
貸
馬
晶
馬
鐸
d
α
鴛
．
錠
）
の
城
に
彼
ら
を
合
わ
せ
な

　
い
で
、
勝
利
を
え
つ
Σ
、
シ
ン
河
（
五
器
漣
o
o
言
ヨ
鐸
o
p
）
に
到
る
ま
で

　
追
跡
し
た
と
き
、
シ
ン
河
に
跳
込
ん
だ
。
多
く
の
サ
ル
タ
グ
ル
（
撒
児
塔
兀

　
里
ω
鎚
夢
即
巳
）
た
ち
は
そ
こ
で
シ
ン
河
で
鼓
笛
さ
れ
た
の
だ
。
ジ
ェ
ラ
ル

　
デ
ィ
ン
・
ソ
ル
タ
‘
ン
、
ハ
ン
・
メ
夢
グ
ニ
人
は
そ
の
命
を
全
う
し
て
シ
ン
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
を
遡
っ
て
逃
れ
た
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ガ
ン
入
威
吉
思
會
緊
Ω
鐸
σ
登
ぼ
ρ
斜
誉
昌
）

　
は
シ
ン
河
を
｛
遡
っ
て
判
り
、
バ
ド
ケ
セ
’
ン
（
巴
湯
客
先
ゆ
餌
位
響
①
こ
。
①
博
）
を
　
糠

　
め
去
っ
て
エ
ケ
ゴ
ロ
ハ
ン
（
額
客
・
翻
羅
筆
）
、
ゲ
ウ
ン
ゴ
ロ
ハ
ン
（
格
温
・

　
露
羅
學
）
に
到
っ
て
、
バ
ル
ア
ン
・
ゲ
ー
ル
（
巴
魯
安
・
客
額
児
b
づ
ρ
禁
ず
帯

　
銀
£
礪
）
に
下
馬
し
て
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
ル
タ
イ
・
パ
ラ
（
札
風
合
既
習
巴
刺

　
く
　
N
鉱
こ
9
学
費
膨
巴
ρ
）
を
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・
ソ
ル
タ
ン
、
　
ハ
ン
・
メ
リ
グ

　
日
録
の
追
繋
に
派
遣
し
、
ジ
エ
ベ
、
ス
ベ
ー
テ
ィ
の
二
人
に
大
い
に
恩
賞

　
　
　
　
⑧

　
を
与
え
た
。

と
記
し
て
い
る
。
　
ラ
シ
ッ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
「
集
史
」
、
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ユ
ワ
ィ
ニ
ー
の
「
世
界
征
服
者
の
歴
史
」
、
　
ミ
ソ
ハ
ー
ジ
・
ウ
ッ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

イ
ー
ン
・
ジ
ュ
ズ
ジ
ャ
…
二
一
の
「
ナ
ー
セ
リ
ー
物
語
し
な
ど
、
ペ

ル
シ
ャ
や
イ
ン
ド
の
史
家
た
ち
も
こ
の
イ
ン
ダ
ス
河
畔
の
戦
い
を
生

女
と
描
写
し
て
い
る
。
今
、
ラ
シ
ッ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
の
記
載

を
訳
出
し
て
み
る
と
、

　
　
そ
し
て
ガ
ズ
ニ
ー
（
¢
ぼ
r
N
巳
ε
に
到
碧
し
た
と
き
、
す
で
に
十
五
日
前

　
に
ス
ル
タ
！
ン
（
G
。
巳
暦
9
寄
｝
巴
誌
（
7
0
営
）
は
シ
ン
ド
河
（
卿
げ
，
㍗
ω
営
鳥
）
を

　
渡
る
意
図
を
も
っ
て
こ
こ
を
出
奔
し
た
こ
と
を
聞
い
た
。
チ
ン
ギ
…
ス
・
ハ

　
…
ン
（
Ω
同
ヨ
σ
q
貯
δ
感
錫
）
は
バ
…
バ
ー
・
ヤ
ル
ア
ジ
（
¢
d
騨
び
卿
ノ
、
m
ピ
ξ
a
）

　
を
こ
の
地
の
総
監
（
Q
Q
冨
一
説
ρ
σ
q
同
）
に
任
命
し
、
可
能
な
限
り
急
い
で
ス

　
ル
タ
ー
ン
を
追
跡
し
、
渡
河
に
備
え
て
河
岸
に
舟
を
集
め
さ
せ
た
。
オ
ル
・
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十三・四世紀におけるモンゴル軍のインド侵入（恵谷

ハ
ー
ン
（
○
目
汽
ぴ
9
1
瓢
）
が
指
揮
す
る
後
衛
軍
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
前
衛
と
交

戦
し
、
敗
北
し
た
。
チ
ン
ギ
…
ス
・
ハ
…
ン
は
ス
ル
タ
ー
ン
が
翌
暁
を
期

し
て
渡
河
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
偵
知
し
、
機
先
を
制
し
て
夜
中
疾

駆　

ｵ
、
翌
日
早
蔚
院
画
仮
（
ス
ル
タ
ー
ソ
）
の
晶
削
後
を
捕
捉
し
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は

あ
ら
ゆ
る
側
か
ら
包
囲
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
幾
重
に
も
環
を
な
七
て
互

に
そ
の
後
に
立
並
ん
で
ま
る
で
罵
の
よ
う
に
し
、
シ
ン
ド
河
を
弓
弦
の
よ

う
に
し
た
。
太
陽
が
昇
る
や
、
ス
ル
タ
…
ン
は
自
か
ら
を
水
と
火
の
間
に

見
禺
し
た
。
そ
し
て
チ
ソ
ギ
ー
ス
・
ハ
…
ン
は
次
の
よ
う
に
命
令
し
た
。

汝
ら
ス
ル
タ
…
ン
に
矢
を
放
た
ず
、
全
力
を
挙
げ
て
彼
を
捕
虜
に
せ
よ
と
。

そ
し
て
オ
カ
ル
・
ク
ル
ジ
ャ
ー
（
9
（
鍵
9
＆
餌
）
と
ク
ト
ル
・
ク
ル
ジ

ャ
ー
（
ρ
暮
暑
ρ
巳
圃
）
を
派
遣
し
、
岸
辺
よ
り
追
跡
せ
し
め
た
。
彼
ら

は
二
人
と
も
全
力
を
尽
し
た
。
岸
辺
で
ス
ル
タ
ー
ン
の
軍
隊
が
行
軍
す
る

の
を
み
た
。
そ
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
攻
繋
を
か
け
た
。
そ
し
て
ハ
ー
ン
・

マ
リ
ク
（
緊
鼠
¢
認
巴
節
）
が
指
揮
す
る
右
翼
と
彼
ら
の
前
衛
を
殺
獄
し

た
。
そ
し
て
ハ
ー
ン
・
マ
リ
ク
は
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
（
℃
¢
Q
o
プ
卿
♂
く
欝
騰
）
の
方

向
へ
敗
走
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
途
上
で
捕
獲
し
た
。
そ
し
て
彼
を
殺
害

し
た
。
そ
し
て
左
翼
を
も
壊
滅
さ
せ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
七
百
人
置
歩
兵

か
ら
な
る
中
堅
を
守
っ
た
。
そ
し
て
明
方
よ
り
正
午
に
至
る
ま
で
、
軍
勢

は
対
冷
し
た
。
あ
た
か
も
心
が
身
か
ら
抜
け
出
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
左

と
右
よ
り
前
進
せ
し
め
、
中
堅
を
攻
繋
し
た
。
そ
し
て
法
令
（
ピ
節
ω
9
1
）
ど

・
お
り
に
彼
を
矢
で
射
ず
に
半
円
型
の
包
囲
陣
を
狭
ば
め
た
。
そ
し
て
彼
は

獅
子
即
身
の
勢
い
で
戦
っ
た
。
抵
抗
の
限
界
を
懐
る
と
岸
辺
で
最
後
の
突

撃
を
試
み
た
。
か
な
り
遠
方
で
乗
馬
に
跨
が
っ
た
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
軍

に
攻
撃
を
加
え
、
彼
ら
を
背
進
さ
せ
、
蓬
巡
さ
せ
て
、
馬
首
を
廻
ら
せ
、

胴
甲
を
脱
ぎ
捨
て
、
自
か
ら
の
楯
と
標
旗
を
癬
ん
で
馬
に
鞭
う
ち
、
江
波

に
き
ら
め
き
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、
そ
の
方
へ
向
っ
て
跳
び
降
り
た
。
そ
し

て
刀
剣
を
水
上
に
か
か
げ
た
。
チ
ン
ギ
…
ス
・
ハ
…
ン
は
驚
嘆
の
極
み
、

手
を
口
に
あ
て
、
彼
の
息
子
た
ち
と
と
も
に
見
守
っ
た
。
そ
し
て
云
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
患
子
に
は
し
か
る
べ
き
父
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
に
し
て
戦
場
と
江
流
よ
り
離
脱
し
、
対
岸
に
上
陸
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
彼
に
つ
い
て
は
無
数
の
行
為
と
無
限
の
驚
嘆
が
生
れ
た
。
モ
ン

、
コ
ル
の
兵
土
た
ち
は
彼
が
江
流
に
跳
び
込
ん
だ
の
を
み
て
、
彼
を
追
っ
て

自
か
ら
水
中
に
跳
び
入
ろ
う
と
し
た
が
、
チ
ン
ギ
…
ス
・
ハ
ー
ン
は
制
止

し
た
。
そ
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
の
軍
隊
を
金
滅
さ
せ
た
。
そ
し
て
彼
の
家
族

の
男
子
を
乳
幼
児
を
も
含
め
て
金
て
を
殺
し
た
。
そ
し
て
彼
の
ハ
レ
ム
の

貴
重
品
を
略
奪
し
た
。
そ
し
て
ス
ル
タ
…
ン
の
財
宝
は
大
抵
金
貨
と
宝
石
、

貴
金
属
で
あ
っ
た
が
、
当
時
全
て
を
シ
ン
ド
河
中
に
投
じ
た
と
云
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
後
チ
ン
ギ
レ
ス
・
ハ
ー
ン
は
潜
水
業
春
に
命
じ
て
潜
水
さ

せ
、
そ
の
主
な
も
の
を
収
得
し
た
。
そ
し
て
戦
利
晶
を
撹
習
に
従
っ
て
分

　
　
⑪

配
し
た
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
軍
は
こ
こ
に
決
定
的
な
打
撃
を
う

け
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
は
か
ろ
う
じ
て
イ
ン
ダ
ス
河
の

急
流
を
泳
ぎ
渡
っ
て
逃
亡
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
戦
場
は
恐
ら

く
一
今
日
の
べ
シ
ャ
！
ワ
ル
の
東
南
方
、
イ
ン
ダ
ス
河
本
流
に
パ
：

キ
ス
タ
ー
ン
北
・
西
鉄
道
（
窯
O
答
7
奢
①
簿
①
諺
菊
9
置
ミ
ρ
楼
）
の
鉄
橋

が
か
か
っ
て
い
る
ア
ト
ッ
ク
　
（
》
簿
O
o
騨
）
附
近
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

h
つ
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
逃
亡
し
た
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
の
ス
ル
タ
ー
ソ
は
東

南
に
向
い
、
当
時
北
・
中
イ
ン
ド
の
支
配
権
を
握
っ
て
い
た
デ
リ
ー

を
首
都
と
す
る
ト
ル
コ
系
イ
ス
ラ
：
ム
政
権
、
奴
隷
王
朝
の
ス
ル
タ

ー
ソ
・
イ
ル
ト
ゥ
ト
ミ
シ
ュ
（
剛
一
げ
鐸
汁
ヨ
一
ω
プ
）
の
許
に
走
っ
た
。
「
ナ

ー
セ
リ
ー
物
語
」
の
著
者
ミ
ソ
ハ
ー
ジ
・
シ
ラ
ー
ジ
・
ジ
ュ
ー
ズ
ジ

ャ
ー
ニ
ー
は
、

　
　
そ
の
後
、
六
一
四
〉
・
麟
・
（
一
二
一
七
年
四
月
十
日
～
一
二
一
．
八
年
　
二
月
二

　
十
九
日
諺
．
U
．
）
に
シ
ャ
ム
ス
・
ウ
ッ
デ
ィ
…
ン
　
ω
ぴ
㊤
ヨ
ω
－
蝿
自
山
）
明
澤
〔
イ
ル

　
ト
ウ
ト
ミ
シ
ュ
〕
は
マ
リ
ク
・
〔
ス
ル
タ
ー
ソ
〕
ナ
…
シ
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー

　
ン
・
カ
パ
ー
ジ
ャ
（
竃
巴
一
｝
（
Q
Q
巳
時
嵩
瓢
四
豊
7
g
早
U
圃
昌
ρ
曽
び
9
1
宣
財
当
蒋

　
の
シ
ン
ド
の
領
主
）
と
戦
闘
を
交
え
、
後
配
を
破
っ
た
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ

　
ル
の
チ
ン
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
が
侵
入
し
た
結
果
、
ホ
ラ
ー
サ
…
ン
（
麟
ン
，

　
零
細
。
。
警
）
に
悲
劇
が
訪
れ
た
と
き
、
す
な
わ
ち
六
一
八
年
》
．
瓢
．
（
一
二

　
　
＝
』
ヰ
残
月
二
十
五
日
～
＝
＝
＝
　
年
二
月
十
四
日
｝
マ
σ
．
）
に
ス
ル
タ
…
ン
・

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
9
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
は
異
教
徒
の

　
軍
に
破
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
ン
（
瞑
ぎ
鎌
潮
。
。
け
9
1
昌
）
の
方
へ
逃
れ
た
。

　
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
王
国
の
騒
擾
は
ラ
ホ
ー
ル
（
び
巴
萄
同
）
に
ま
で
及
ん
だ
。

　
そ
こ
で
ス
ル
タ
ー
ン
・
シ
ャ
ム
ス
・
ウ
ッ
デ
ィ
…
ン
は
ヒ
ン
ド
ゥ
…
ス
タ

　
…
ン
の
軍
勢
を
率
い
て
デ
リ
ー
．
（
O
①
げ
5
か
ら
ラ
ホ
…
ル
に
向
つ
た
。
ス

　
ル
タ
ー
ン
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー

　
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
…
ン
軍
と
の
衝
突
を
避
け
、
シ
ン
ド
（
ω
ぎ
傷
）
と
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ン
（
Q
Q
同
≦
Φ
も
厚
汁
卿
溢
）
に
向
っ
て
去
っ
た
。

と
記
し
て
い
て
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
は
シ
ソ
ド
を
経
て
、

　
　
　
　
　
　
　
⑬

ペ
ル
シ
ア
に
逃
れ
た
。
　
　
．

　
一
方
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
は
イ
ン
ダ
ス
河
畔
の
戦
い
の
直
後
、
軍

を
か
え
し
て
北
上
し
た
が
、
部
下
の
将
軍
バ
ラ
・
ノ
ヤ
ソ
ら
を
派
遣

し
て
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
を
追
跡
せ
し
め
た
。
ラ
シ
ッ
ー

ド
・
ウ
ヅ
デ
ィ
ー
ソ
は
さ
き
に
引
用
し
た
箇
所
に
続
い
て
、

　
　
そ
の
後
、
チ
ン
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
は
ジ
ャ
ラ
ー
イ
ル
ハ
智
話
す
）
部
出

　
身
の
パ
ラ
f
・
ノ
ヤ
…
ソ
（
b
ご
戸
口
犠
。
蛍
節
謬
）
と
…
…
部
出
身
の
ド
ゥ
ル

　
バ
…
イ
・
ノ
ヤ
…
ソ
（
U
自
巴
ぴ
餌
唄
瓢
○
《
卿
5
）
の
両
者
に
軍
兵
を
授
け
、
ス

　
ル
タ
…
ン
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
イ
ー
ン
を
追
跡
し
て
ヒ
ン
ド
（
鵠
ぎ
⊆
）
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十三・四世紀におけるモンゴル軍のインド侵入（恵谷）

　
地
方
へ
派
遣
し
、
彼
を
探
し
求
め
ん
が
た
め
に
行
か
し
め
た
。
そ
し
て
彼

　
の
足
跡
を
つ
い
に
発
見
し
え
ず
、
ヒ
ン
ド
ゥ
…
ス
タ
…
ン
の
都
市
の
一
つ
、

　
ビ
ア
（
頭
巴
F
）
城
塞
を
陥
落
さ
せ
、
カ
マ
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ケ
ル
マ

　
…
二
…
（
ρ
曽
三
斜
7
¢
争
ψ
剛
⇒
緊
⑦
同
三
聖
高
）
を
捕
え
た
。
ま
た
ス
ル
タ
…

　
ン
の
軍
隊
の
将
校
の
一
人
を
捕
虜
に
し
た
。
そ
し
て
ム
ル
タ
…
ン
（
竃
諾
，

　
｝
赫
づ
）
へ
向
っ
て
強
行
軍
を
行
っ
た
。
そ
し
て
ム
ル
タ
ー
ン
に
は
騒
砲
の

　
用
に
あ
て
る
石
が
な
か
っ
た
の
で
、
石
柱
を
探
し
、
こ
れ
を
河
水
の
辺
に

　
求
め
、
ム
ル
タ
ー
ン
に
運
搬
し
た
。
か
の
地
へ
到
着
し
た
と
き
、
努
砲
の

　
準
備
は
完
了
し
た
。
ま
さ
に
占
領
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
滞
在
を
拒
む

　
暑
気
が
や
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
ム
ル
タ
ー
ン
と
ラ
ボ
…
ル
と
べ
シ
ャ
…
ワ

　
ル
と
マ
リ
ク
・
プ
ー
ル
　
（
竃
箋
菩
鐸
）
市
を
劫
…
回
し
て
シ
ン
ド
河
を
溝
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
り
、
チ
ン
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
の
幕
下
に
合
流
し
た
。

と
記
し
て
い
る
。
バ
ラ
・
ノ
ヤ
ソ
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・

ウ
ヅ
デ
ィ
ー
ソ
を
つ
い
に
発
見
し
え
ず
、
ラ
ホ
ー
ル
、
ム
ル
タ
ー
ソ
、

ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
な
ど
の
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
・
シ
ソ
ド
地
方
の
諸
都
市
を

劫
掠
し
た
後
、
引
上
げ
た
。
そ
の
後
、
　
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
親
征
録

に
、

　
　
癸
未
春
、
上
兵
循
辛
口
連
却
而
上
、
命
玉
太
子
循
河
蒲
下
、
至
昔
思
丹

　
城
、
欲
芝
之
、
遣
使
來
稟
命
、
上
日
、
隆
暑
特
及
、
宜
携
遣
將
攻
之
、
夏

　
上
避
暑
於
八
魯
轡
川
、
候
八
刺
催
顔
、
園
討
入
敵
、
悉
平
之
、
八
刺
虚
心

　
軍
至
、
遂
行
至
可
勘
違
、
三
太
子
亦
至
、
弁
難
既
定
西
域
、
置
達
魯
花
赤

　
於
各
城
、
監
治
之
、
甲
申
、
旋
師
、
住
冬
避
暑
、
且
止
真
心
、
乙
酉
春
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
上
蹄
國
、
自
縄
墨
至
心
凡
七
年
、

と
あ
る
よ
う
に
イ
ン
ダ
ス
河
辺
よ
り
北
上
し
、
三
太
子
ウ
ゲ
テ
ィ
は

シ
ー
ス
タ
…
ソ
（
昔
思
丹
Q
Q
訪
翁
嵩
）
の
攻
略
に
向
っ
’
た
が
、
暑
気
の
た

め
引
返
し
た
。
パ
．
ル
ワ
ー
ソ
（
八
魯
醗
℃
霞
毒
碧
）
に
夏
の
幕
営
を
設

け
、
や
が
て
北
上
し
て
ア
ム
河
を
渡
り
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
着
き
、
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

領
し
た
地
域
に
ダ
ル
ガ
チ
（
達
魯
花
赤
、
ラ
シ
ッ
ー
ド
の
ω
剛
峯
＃
琴
σ
q
讐
μ
）

を
任
命
し
て
モ
ン
ゴ
リ
ア
本
土
へ
帰
還
し
た
。
な
お
う
シ
ヅ
ー
ド
・

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
や
ジ
ュ
ワ
ィ
ニ
ー
は
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
が
イ
ン
ド
・

．
チ
ベ
ッ
ト
経
由
で
モ
ン
ゴ
リ
ア
へ
帰
還
し
ょ
う
と
試
み
、
気
候
と
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

勢
に
附
ま
れ
て
断
念
し
た
と
い
う
記
述
を
伝
え
て
お
り
、
ジ
ュ
ズ
ジ

ャ
ー
二
i
は
こ
の
と
営
デ
リ
ー
の
ス
ル
タ
ー
ソ
・
イ
ル
ト
ゥ
ト
ミ
シ

ュ
と
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
と
の
間
に
前
者
の
領
土
の
通
過
許
可
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

っ
て
書
翰
が
と
り
交
わ
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
第
一
遡
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
イ
ン
ド
侵
入
は
終
り
を
鰻
げ

た
が
、
こ
の
と
き
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
主
目
的
は
フ
ワ
！
ラ
ズ
ム
・
シ

ャ
ー
打
倒
に
あ
り
、
イ
ン
ド
に
侵
入
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
フ
ワ
ー
ラ

ズ
ム
・
シ
ャ
ー
が
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
に
逃
れ
た
の
を
追
跡
し
た
ま
で
で
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あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
こ
の
イ
ン
ダ
ス
河
畔
・
に
お
け
る
両
軍
の
対
戦
の
紀
年
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
元
町
と
親
征
録
は
太
祖
十
七
年
壬
午
の
条
に
記
録
し

て
お
り
、
　
ペ
ル
シ
鯉
・
の
う
シ
ッ
ー
ド
も
午
の
年
、
回
暦
六
一
九
年

（一

j
ニ
周
年
二
月
十
五
欝
～
ご
三
三
年
二
月
三
日
〉
・
O
・
）
．
と
し
て
い

る
。
（
な
お
、
元
朝
秘
史
に
は
こ
の
戦
の
紀
年
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
）
と

こ
ろ
が
、
長
春
真
人
西
遊
記
に
「
〔
辛
巳
歳
＋
月
〕
西
行
七
日
、
度
西
南
一

山
、
逢
東
夏
使
團
、
禮
師
於
帳
前
、
囚
問
来
訪
何
時
、
使
者
田
、
自
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

十
二
艮
辮
朝
、
帝
將
兵
追
算
端
手
至
印
度
」
と
あ
り
、
秘
儀
の
歳

（
　
二
一
二
〉
●
O
．
）
七
月
十
二
日
に
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
の
許
を
去
り

帰
途
に
つ
い
た
使
者
と
嵐
会
い
、
使
者
の
出
発
時
に
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ

ソ
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
を
追
跡
し
て
イ
ン
ド
に
入
ろ
う

と
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
み
え
て
い
る
。
長
春
の
記
録
は
チ
ソ
ギ

ス
．
ハ
ソ
に
直
接
貸
し
た
人
の
そ
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
紀
年

　
　
　
　
　
　
⑳

は
同
年
五
月
朔
の
日
蝕
の
記
事
に
よ
っ
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
⑳
　
　
　
⑫
　
　
　
㊤

王
国
維
、
那
珂
、
岩
村
の
諸
氏
が
元
史
、
親
征
録
の
壬
午
の
記
事
を

一
年
繰
り
上
げ
て
辛
巳
と
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ペ
ル
シ

ア
の
記
録
を
あ
た
っ
て
み
る
と
、
ラ
シ
ッ
ー
ド
は
な
る
ほ
ど
午
の
年

に
か
け
て
い
る
が
、
ジ
ュ
ワ
ィ
ニ
；
の
「
世
界
征
服
者
の
歴
史
」
は
、

イ
ン
ダ
ス
河
畔
の
戦
を
叙
述
し
た
あ
と
、
「
こ
の
事
件
は
運
命
の
不
思

議
の
一
つ
で
あ
る
が
、
六
一
八
年
の
ラ
ジ
ャ
ブ
（
ヵ
餌
冨
ぴ
）
月
に
起
つ

⑳た
。
」
と
記
し
て
い
て
、
そ
れ
は
、
西
紀
一
二
二
一
年
の
八
月
二
十
一
日

か
ら
九
月
十
九
瞬
に
あ
た
り
、
長
春
真
人
の
記
録
を
裏
づ
け
て
い
る
。

長
春
の
七
月
十
二
日
置
西
紀
で
は
一
二
二
一
年
八
月
一
日
に
あ
た
る

か
ら
で
あ
り
、
八
月
初
め
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
を
越
え
て
南
進
し
、

同
月
末
頃
に
イ
ン
ダ
ス
河
岸
に
達
し
た
と
解
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、

ジ
ュ
ズ
ジ
ャ
ー
二
一
の
「
ナ
ー
セ
リ
…
物
語
」
に
、
　
「
六
一
八
年
中

モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ソ
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
の
侵
入
の
結
果
、
ホ
ラ
ー
サ
ー

ソ
に
悲
劇
が
訪
れ
た
と
き
、
ジ
エ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
．
フ
ワ

ー
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
は
異
教
徒
の
軍
に
敗
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
⑮

の
方
へ
退
却
し
た
膿
と
あ
り
、
著
者
の
、
・
・
ソ
ハ
ー
ジ
・
ウ
ヅ
デ
ィ

ー
ン
・
ジ
ュ
ズ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
妾
時
、
直
接
こ
の
事
件
に
遭
遇
し
た

人
物
で
、
し
か
も
六
二
二
｝
瓢
・
に
デ
リ
ー
の
ス
ル
タ
ー
ソ
に
命
ぜ

ら
れ
て
自
か
ら
ゴ
…
ル
地
方
か
ら
ク
ー
ヒ
ス
タ
ー
ソ
に
旅
行
し
て
お

り
、
六
五
八
年
》
’
瓢
●
ラ
ビ
・
ウ
ル
ア
ッ
ヴ
｝
！
ル
図
鉾
玄
、
と
r
諺
甫
≦
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

月
の
五
日
（
一
二
六
〇
年
二
月
十
九
摂
》
」
＞
y
に
著
作
し
た
本
書
は

軍
畑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
王
国
維
氏
、

那
珂
氏
、
岩
村
教
授
ら
の
一
年
繰
上
げ
説
は
ペ
ル
シ
｝
，
側
の
認
録
に
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よ
っ
て
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

三
　
モ
ン
ゴ
ル
と
デ
リ
ー
・
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
二
二
一
年
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
は
彼

ら
の
イ
ン
ド
侵
入
の
い
わ
ば
前
奏
曲
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
こ
の
後
、

十
四
世
紀
に
か
け
て
十
数
回
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
、
当
時
の
北
・

中
央
イ
ン
ド
の
支
配
者
デ
リ
ー
・
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
の
背
後
を
脅
し
、
歴

3．鵠

　ド

誕

緯
無難

灘
嫡

r
騨
畿
騒
…イルトゥトミシュの墓（ニューデリー南平）

代
の
デ
リ
ー
の
ス
ル

タ
ー
ソ
た
ち
に
と
っ

て
西
北
辺
境
に
お
け

る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
侵

略
行
動
を
い
か
に
し

て
く
い
止
め
る
か
が
、

か
れ
ら
の
最
も
重
大

な
課
題
の
一
つ
と
な

っ
た
。
当
時
の
イ
ン

ド
側
の
年
代
記
を
調

べ
て
み
る
と
、
ま
ず

一
二
四
一
》
■
嵩
陰
に
、

当
時
イ
ル
ト
ゥ
ト
、
ミ
シ
ュ
の
妓
後
、
ス
ル
タ
ー
ソ
位
を
継
承
し
た
彼

の
娘
ラ
ジ
イ
ヤ
（
菊
ρ
N
ぐ
饗
）
を
廃
し
て
王
位
に
つ
い
た
パ
フ
ラ
ー
ム

（
切
p
げ
鼠
旨
）
の
治
世
中
で
あ
っ
た
が
、
　
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
を
う
け

た
。

　
　
ス
ル
タ
ー
ン
・
ム
イ
ズ
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
パ
フ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー

　
（
ω
β
一
け
鯛
昌
　
ツ
臼
β
魑
一
N
l
口
Ω
一
同
）
団
睡
　
じ
d
ρ
げ
同
㎝
国
P
　
　
ω
ゴ
帥
げ
）
　
の
治
世
中
に
起
っ
た
悲

　
劇
め
一
つ
は
ラ
ホ
ー
ル
市
の
事
件
で
、
異
教
徒
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
隊
が
ボ

　
ラ
ー
サ
ー
ン
と
ガ
ズ
ニ
ー
の
方
面
か
ら
市
に
殺
到
し
、
相
当
の
期
聞
戦
闘

　
が
継
続
し
た
。
ラ
ホ
ー
ル
の
知
事
は
マ
リ
ク
・
イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ウ
ッ

　
デ
ィ
！
ソ
・
カ
ラ
ー
・
カ
シ
ュ
　
（
護
細
濁
H
犀
び
鉱
鴇
節
目
己
α
－
U
団
ロ
ρ
麟
感

　
ρ
霧
げ
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
生
れ
つ
き
非
常
に
勇
敢
で
精
力
的
で
大
胆
で
恐

　
れ
を
知
ら
な
い
人
物
で
あ
っ
た
が
、
ラ
ホ
ー
ル
の
市
民
は
一
致
協
力
す
べ

　
き
と
き
に
ま
と
ま
ら
ず
、
戦
闘
に
、
夜
警
に
、
お
ろ
そ
か
な
点
が
多
か
っ

　
た
。
そ
の
配
備
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
マ
リ
ク
・
カ
ラ
ー
・
カ
シ
ュ

　
は
彼
の
手
持
の
軍
隊
に
行
動
を
起
さ
せ
、
夜
陰
に
乗
じ
て
市
か
ら
撤
退
し
、

　
首
都
デ
リ
ー
の
方
へ
向
つ
た
。
異
教
徒
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
彼
を
追
跡
し

　
た
が
、
神
の
恩
寵
に
守
ら
れ
て
、
彼
ら
か
ら
無
事
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
ホ
ー
ル
市
内
に
は
今
や
統
治
者
が
い
な
い
の
で
、
六
三
九
｝
¢
¶
の
ジ

　
ャ
マ
！
デ
ィ
・
ウ
ル
・
ア
ー
ヒ
ル
（
冒
臨
調
堕
巳
出
犀
匡
H
）
月
の
十
六
日

　
（
ロ
一
二
四
一
年
十
二
月
二
＋
二
日
）
に
異
教
徒
モ
ン
ゴ
ル
入
た
ち
は
、
そ
の
・
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都
帯
を
占
領
し
、
回
教
徒
を
殺
賦
し
或
は
捕
虜
と
し
た
。
こ
の
不
吉
な
報

　
せ
が
首
都
に
と
ど
い
た
と
き
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
ム
イ
ズ
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・

　
パ
フ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー
は
デ
リ
レ
の
市
民
た
ち
を
白
城
〔
ヵ
ス
ル
・
イ
・
サ

　
フ
揮
ー
ド
ρ
綬
ヱ
あ
鉱
置
〕
に
集
め
た
。
こ
の
文
章
の
著
者
に
彼
は
命
じ

　
て
演
説
を
な
さ
し
め
、
雪
暗
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
彼
ら
の
忠
誠
を
〔
改
め
て
〕

　
　
　
⑳

　
誓
っ
た
。

と
い
う
有
様
で
ラ
ホ
ー
ル
は
陥
落
し
、
首
都
デ
リ
ー
の
市
民
も
恐
怖

に
お
の
の
い
た
。
パ
フ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー
は
マ
リ
ク
・
ク
ト
ゥ
ブ
・

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
（
諸
ρ
一
一
搾
の
郎
旧
び
一
β
α
』
）
圃
降
）
を
は
じ
め
と
す
る
将
軍
た

ち
に
兵
を
授
け
て
ラ
ホ
L
ル
に
向
わ
し
め
、
辺
境
の
守
備
を
固
め
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
は
ラ
ホ
ー
ル
周
辺
の
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の
中
枢
部
を
略
奪

し
た
後
、
引
き
上
げ
た
ら
し
い
が
、
一
二
四
五
年
に
再
び
侵
入
し
、

ム
ル
タ
ー
ソ
（
窯
巳
縛
騨
⇔
）
を
経
て
ウ
ー
チ
ュ
　
（
d
6
げ
。
げ
9
げ
）
に
迫

っ
た
。

　
当
時
の
ス
ル
タ
ー
ソ
は
パ
フ
ラ
ー
ム
の
甥
に
あ
た
る
ア
ラ
ー
・
ウ

ッ
デ
ィ
ー
ソ
・
マ
ス
ー
ド
（
へ
》
一
陣
－
蒲
鳥
一
一
）
圃
ゆ
　
崔
ρ
q
e
刷
O
α
）
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
同
じ
年
〔
催
六
四
＝
一
跨
参
国
．
〕
の
う
ジ
ャ
ブ
月
〔
ロ
一
工
四
五
年
十
一

　
～
＋
二
月
〕
に
北
方
の
丹
州
か
ら
異
教
徐
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
隊
が
ウ
r
チ

　
ュ
（
q
o
げ
。
げ
磐
）
に
向
っ
て
お
り
、
そ
の
指
揮
者
は
憎
む
べ
き
マ
ン
グ
i

　
タ
（
ソ
、
円
霧
σ
q
望
鋳
）
で
あ
る
と
の
報
せ
が
と
ど
い
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
．
ア

　
ラ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ス
ー
ド
・
シ
ャ
…
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
駆
逐
す

　
る
た
め
に
各
地
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
箪
を
集
め
た
。
ビ
ー
ア
ー
（
し
d
川
警
）
河

　
の
岸
に
彼
ら
が
劉
着
し
た
と
き
、
異
教
徒
は
ウ
ー
チ
ュ
か
ら
引
き
上
げ
つ

　
つ
あ
り
、
饅
的
は
成
功
し
た
。
本
書
の
著
者
は
こ
の
遠
征
に
際
し
、
近
衛

　
軍
に
参
潴
し
た
。
…
…
栄
難
あ
る
イ
ス
ラ
～
ム
軍
の
兵
員
数
と
装
備
が
異

　
教
徒
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
天
幕
を
た
た
み
、
ホ
ラ
ー
サ
ー

　
ン
の
方
向
へ
再
び
退
い
て
行
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
当
時
の
内
陸
ア
ジ
ア
の
情
勢
の
推
移
を
眺
め
て
み

る
と
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
の
大
モ
ン
ゴ
ル
帝
岡
は
彼
の
死
（
ご
一
三

三
）
と
と
も
に
彼
の
諸
子
の
采
領
に
分
裂
し
た
。
東
方
で
は
第
三
子
太

宗
ウ
ゲ
テ
イ
が
即
位
し
た
が
、
彼
の
没
後
（
一
二
四
一
）
、
即
詰
ト
ゥ
ラ

キ
ナ
が
称
制
し
、
や
が
て
定
宗
グ
ユ
ッ
ク
が
三
位
に
推
戴
さ
れ
た

（
一
二
四
六
）
が
、
短
い
治
世
の
後
、
皇
后
オ
グ
ル
ハ
イ
ミ
シ
ュ
の
簾

政
を
経
て
憲
宗
メ
ソ
ゲ
が
登
位
し
た
（
＝
聾
一
）
。
中
央
ア
ジ
ア
で

は
旧
カ
ラ
・
キ
タ
イ
の
領
土
を
第
二
子
チ
ャ
ガ
タ
イ
が
統
治
し
た
あ

と
（
一
二
四
二
没
）
、
孫
の
カ
ラ
・
フ
レ
ー
グ
が
継
い
だ
が
、
グ
ユ
ッ
ク

の
干
渉
を
う
け
て
点
け
ら
れ
、
イ
ス
・
マ
ソ
グ
が
こ
れ
に
代
っ
た

（
＝
「
四
六
）
。
し
か
し
、
大
汗
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
一
族
が
争
っ
た
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と
き
、
ウ
ゲ
テ
ィ
家
に
加
担
し
た
彼
は
メ
ソ
ゲ
の
即
位
と
と
も
に
廃

せ
ら
れ
、
代
っ
て
再
び
カ
ラ
・
フ
レ
ー
グ
の
登
位
が
決
っ
た
が
（
一
二

五
三
、
同
年
残
し
、
そ
の
妃
オ
ル
ガ
ー
ナ
が
政
柄
を
執
っ
た
。
西
ア
ジ

ア
で
は
、
さ
き
に
落
ち
の
び
た
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
の
ジ
ェ
ラ
！
ル
・
ウ
ッ

デ
ィ
ー
ソ
が
西
部
イ
ー
ラ
ー
ソ
を
統
一
し
て
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
帝
国
を

部
分
的
に
團
復
し
た
の
に
対
し
、
チ
ョ
ル
マ
ガ
ソ
を
将
と
す
る
モ
ン

ゴ
ル
軍
の
イ
ー
ラ
ー
ソ
遠
征
が
行
な
わ
れ
（
一
二
三
〇
～
三
一
）
、
遂

に
第
二
次
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
国
を
滅
し
た
。
チ
箪
ル
マ
ガ
ソ
の
後
、
太

宗
の
命
を
う
け
て
バ
イ
ジ
ュ
が
代
っ
て
イ
ー
ラ
ー
ソ
統
治
に
あ
た
る

こ
と
に
な
っ
た
が
（
＝
｝
四
二
）
、
フ
レ
ー
グ
が
一
二
五
一
年
の
ク
リ

ル
タ
イ
で
憲
宗
メ
ソ
ゲ
よ
リ
イ
ー
ラ
ー
ソ
の
太
守
職
を
授
け
ら
れ
、

ア
ラ
ム
！
ト
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
を
滅
し
、
次
い
で
バ
グ
ダ
ー
ド

の
ア
ツ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
を
倒
し
、
正
式
に
イ
ル
・
ハ
ー
ン
国
の
成
立

を
み
る
こ
と
に
な
る
（
一
二
五
八
）
。
こ
う
し
た
内
陸
ア
ジ
ア
の
情
勢

の
推
移
に
対
し
、
北
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
・
ス
ル
タ
！
ン
政
権
は
無
関
係

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
国
は
滅
亡
し
た
が
、
代
っ

て
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
国
と
イ
ル
汗
国
の
圧
力
を
蒙
り
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の

侵
入
は
ま
す
ま
す
重
大
な
脅
威
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
マ
ス
ー
ド
・

シ
ャ
弓
に
代
っ
て
イ
ル
ト
ゥ
ト
、
ミ
シ
ュ
の
末
子
ナ
ー
シ
ル
・
ウ
ヅ
デ

イ
ー
ソ
．
マ
フ
ム
ー
ド
（
ワ
『
牌
ω
一
脱
一
二
山
山
）
一
別
　
り
薩
ρ
ゲ
慧
ρ
口
α
）
が
王
位
に

つ
い
た
が
（
六
四
四
〉
・
寓
’
9
一
丘
ρ
獲
ρ
響
卜
。
ω
琵
一
二
四
六
年
六
月
）
、

そ
の
治
世
第
十
二
年
の
コ
一
五
七
年
の
終
り
に
、

　
　
こ
の
年
〔
六
五
五
鋭
踏
〕
の
終
り
に
異
教
徒
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
隊
が
ホ

　
ラ
ー
サ
ー
ン
か
ら
ウ
ー
チ
ュ
と
ム
ル
タ
ー
ン
地
区
に
現
わ
れ
た
。
そ
こ
で

　
マ
リ
ク
・
イ
ズ
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
（
竃
巴
鱒
．
H
N
N
己
祭
U
冒
）
バ
ル
バ
ン
。

　
イ
・
カ
シ
ュ
ル
・
ハ
ー
ン
（
⇔
d
巴
σ
き
山
、
囚
㊤
段
ぽ
緊
募
ε
は
彼
ら
と
禰

　
諾
し
、
彼
ら
の
指
揮
者
モ
ン
ゴ
ル
入
ノ
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
リ
ー
ン
（
窯
。
巻
昌

　
ω
鋒
冒
）
の
軍
営
に
赴
い
た
。
新
年
を
迎
え
て
六
五
六
年
の
ム
ハ
ッ
ラ
ム

　
月
に
入
り
、
そ
の
六
日
の
日
曜
臼
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
軍
旗
は
首
都
か
ら
異

　
教
徒
モ
ン
ゴ
．
ル
人
に
対
し
て
聖
戦
を
敢
行
し
、
彼
ら
を
駆
逐
す
る
た
め
動

　
き
始
め
た
。
デ
リ
ー
布
の
近
郊
に
屯
所
が
設
け
ら
れ
た
。
信
頼
ザ
べ
き
筋

　
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
同
月
の
九
日
、
水
曜
日
に
異
教
徒
モ
ン
ゴ
ル
の
旧
領

　
プ
ラ
ー
ク
…
（
類
巳
巴
臨
）
は
カ
リ
フ
・
ム
ス
タ
ー
シ
ム
・
ビ
ィ
ル
ラ
ー

　
（
ツ
角
餌
。
謄
け
ρ
．
o
弓
一
霞
回
　
ゆ
．
二
一
餌
財
）
の
軍
の
前
に
バ
グ
ダ
ー
ド
（
切
即
σ
q
プ
傷
卸
幽
）
の
城

　
門
か
ら
敗
走
し
た
。
ス
ル
タ
…
ン
の
軍
隊
が
異
教
徒
に
対
し
戦
を
挑
む
た

　
め
進
軍
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
マ
リ
ク
や
ア
ミ
ー
ル
た
ち
が
部
隊
を
率
い

　
て
各
方
面
に
出
動
し
た
。
そ
し
て
ス
ル
タ
…
ン
の
親
衛
軍
の
主
力
は
ラ
マ

　
ザ
…
ン
月
の
一
日
に
港
都
に
帰
還
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
五
ヶ
月
間
そ
こ
に

　
　
　
　
㊧

　
留
ま
っ
た
。
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と
い
う
事
件
が
起
っ
た
。
モ
．
ソ
ゴ
ル
軍
は
ム
ル
タ
ー
ソ
城
の
外
郭
を

傷
め
た
の
み
で
、
翌
五
八
年
春
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の
と
き
の
モ
ン

ゴ
ル
軍
の
指
揮
富
は
ノ
ヤ
ー
ソ
・
サ
ー
リ
ー
ソ
、
す
な
わ
ち
サ
リ
・

ノ
ヤ
ソ
で
あ
り
、
元
史
巻
三
、
憲
宗
紀
に
、

　
　
〔
三
年
癸
丑
〕
夏
六
月
周
、
　
ム
叩
諸
王
組
…
烈
兀
及
兀
良
ム
ロ
A
照
等
舳
師
、
　
征
西

　
域
恰
鼓
舞
八
恰
塔
等
購
、
又
命
塔
欝
児
帯
撒
盤
土
止
花
等
、
征
欣
都
思
・

　
　
　
　
　
　
⑳

　
暴
富
迷
児
等
国
、

と
み
え
て
い
る
。
憲
宗
の
三
年
絵
書
は
＝
一
五
三
》
聾
O
．
で
あ
り
、

紀
年
に
ず
れ
は
あ
る
が
右
下
土
塁
花
ら
に
ヒ
ソ
ド
ス
（
山
都
思
）
、
カ
シ

ュ
ミ
ー
ル
（
怯
失
迷
児
）
の
征
服
を
命
じ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
侵
入
後
証
ら
く
し
て
一
二
六
六
年
に
か
っ
て
ナ
ー
シ

ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
の
宰
相
を
つ
と
め
て
い
た
ギ
ャ
…
ス
・
ウ
ッ
デ

ィ
ー
ソ
・
バ
ル
パ
ソ
（
〇
三
《
筒
伊
¢
α
－
U
ぎ
切
巴
げ
曽
⇔
）
が
玉
位
に
つ

い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
ま
す
ま
す
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
は
激
し
く
な
っ

て
行
っ
た
。
　
し
か
し
、
も
と
キ
プ
チ
ャ
ク
（
困
（
げ
酌
｛
6
ゴ
箇
ズ
）
の
奴
隷
出

身
の
彼
は
優
れ
た
軍
事
指
導
者
で
も
あ
り
、
よ
く
そ
の
脅
威
を
退
け

た
。
一
二
七
一
年
、
自
か
ら
ラ
ホ
ー
ル
に
進
出
し
、
先
き
の
モ
ン
ゴ

ル
軍
の
侵
入
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
城
塞
を
修
復
し
、
第
一
皇
子
ム

ハ
ソ
マ
ッ
ド
を
ム
ル
タ
ー
ソ
に
、
　
畠
山
一
一
白
雪
子
ボ
グ
ラ
ー
。
ハ
ー
ン

（
這
d
鎧
σ
窺
び
目
節
目
く
げ
鋤
膨
）
を
サ
ゲ
マ
…
ナ
（
の
簡
導
痛
事
）
に
駐
在
せ
し
め
、
弧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

北
辺
境
の
守
備
を
謹
め
た
。
一
二
七
九
年
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
サ
ト
レ

ジ
ー
河
を
渡
っ
て
侵
入
し
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
ム
ル
タ
ー
ソ
、
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

マ
ー
ナ
、
デ
リ
…
か
ら
の
ス
ル
タ
ー
ソ
軍
に
挾
撃
さ
れ
て
退
却
し
た
。

し
か
し
、
一
二
八
五
年
に
は
皇
子
ム
ハ
ソ
マ
ッ
ド
・
ハ
…
ソ
は
う
ヴ

ィ
河
を
渡
り
ラ
ホ
ー
ル
に
侵
入
し
た
イ
テ
ィ
マ
ル
（
目
沈
奪
錠
）
の
指

揮
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
戦
い
、
戦
死
し
た
（
六
八
三
｝
戸
N
囲
．
；
ま
筈

月
駈
一
二
八
五
年
二
～
三
月
）
。
そ
，
の
直
後
の
一
二
八
七
年
、
バ
ル
バ
ソ
も

残
す
る
と
、
カ
イ
ク
バ
…
ド
（
零
三
N
と
争
U
貯
£
蝕
ぬ
三
）
篇
α
）
が
王

位
を
襲
っ
た
が
、
　
や
が
て
費
族
た
ち
の
推
戴
を
う
け
た
ハ
ル
ジ
ー

（
頃
ぎ
著
）
・
派
の
ジ
エ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
・
フ
ィ
ロ
ー
ズ

（
庸
芭
と
騨
U
貯
司
胃
欝
）
が
奴
隷
王
朝
に
代
っ
て
ハ
ル
ジ
…
朝
を

創
建
し
た
（
一
二
九
〇
）
。
　
一
二
九
二
年
に
約
十
万
と
い
わ
れ
る
モ
ン

ゴ
ル
の
大
部
隊
が
ス
ナ
ム
（
Q
Q
¢
暴
ヨ
）
ま
で
侵
入
し
て
、
彼
ら
は
ス

ル
タ
ー
ソ
の
軍
隊
に
敗
北
を
喫
し
、
退
却
し
た
が
、
将
校
の
一
人
ア

ル
ダ
ー
（
と
α
q
冨
）
を
始
め
と
す
る
捕
虜
と
な
っ
た
数
千
の
モ
ン
ゴ

ル
の
将
丘
ハ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ
の
改
宗
を
条
件
に
、
デ
リ
…
近
郊
に

居
住
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
彼
ら
は
人
々
か
ら
新
ム
ス
リ
ム
と
呼

ば
れ
、
そ
の
居
眠
区
は
モ
ゴ
ー
ル
・
プ
ー
ル
と
称
さ
れ
た
と
い
わ
れ
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十三・四世紀におけるモンゴル軍のインド侵入（恵谷）

る
。
そ
の
地
域
は
バ
ダ
！
ウ
ニ
ー
（
切
巴
気
立
）
に
よ
れ
ば
、
今
日

の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
東
南
部
に
あ
る
ニ
ザ
ー
ム
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
・
ア

ウ
リ
ヤ
ー
の
霊
廟
附
近
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
穴
九
～
年
〉
．
踏
陰
〔
「
二
九
一
年
十
二
月
二
十
湘
霞
～
一
二
九
二
年
十
　
｝
月
十

　
一
B
〕
、
チ
ソ
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
族
が
大
軍
を
も
っ
て
ヒ
ン
ド

　
ウ
…
ス
タ
ー
ン
に
侵
入
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
軍
隊
と
サ
ナ
！
ム
（
○
り
ρ
鼠
ヨ
）

　
の
近
辺
で
激
戦
を
交
え
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
ヒ
ン
ド
ゥ
…
ス
タ
…
ン

　
の
軍
隊
の
規
模
を
知
っ
て
、
和
平
交
渉
に
入
っ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
そ
こ

　
で
彼
ら
の
指
揮
官
を
招
い
た
が
、
そ
の
人
物
は
フ
ラ
ー
グ
・
ハ
ー
ン
の
近

　
親
の
も
の
で
、
ス
ル
タ
ー
ソ
を
父
と
呼
び
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
彼
を
息
子
と

　
呼
ん
だ
。
彼
ら
は
会
見
し
、
互
に
贈
物
を
交
わ
し
、
軍
隊
を
，
引
き
上
げ
た

　
が
、
チ
ン
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
の
孫
に
あ
た
る
ア
ル
ダ
ー
（
巴
σ
q
葛
）
と
い

　
う
も
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
し
、
数
千
の
他
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
も

　
彼
に
な
ら
っ
て
神
聖
な
祈
鵡
の
殉
を
学
び
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
仕
え
る
た
め

　
残
留
し
た
。
ア
ル
ダ
ー
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
女
婿
と
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た

　
ち
は
今
臼
、
聖
ニ
ザ
…
ム
・
ウ
ル
ア
ウ
リ
ャ
i
（
上
繭
N
卿
ヨ
巳
、
〉
三
蔓
9
1
）

　
の
墓
域
i
彼
の
憩
の
地
に
神
の
平
安
あ
れ
－
－
に
あ
た
る
ギ
ャ
ー
ス
・

　
プ
ー
ル
　
（
O
ぼ
滋
萌
や
貯
）
に
住
居
を
あ
て
が
わ
れ
た
。
そ
こ
は
モ
ゴ
ー

　
ル
・
プ
ー
ル
〔
モ
ン
ゴ
ル
入
の
町
の
意
〕
と
名
づ
け
ら
れ
、
彼
ら
モ
ン
ゴ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
人
た
ち
は
「
新
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
」
（
窯
窪
試
仁
。
。
鉱
日
9
）
と
呼
ば
れ
た
。

　
一
　
一
九
山
ハ
年
（
六
九
五
〉
・
頃
・
菊
節
ヨ
騨
N
餌
コ
）
、
　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ

デ
ィ
！
ソ
を
殺
し
た
甥
の
ア
ラ
ー
・
ウ
ヅ
デ
ィ
ー
ソ
（
ら
｝
｝
9
1
一
β
鳥
一
回
）
圃
謬
）

が
王
位
に
つ
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
は
以
前
に
も

ま
し
て
激
し
く
な
っ
た
。
翌
一
二
九
七
年
秋
に
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
が

あ
っ
た
が
、
ス
ル
タ
ー
ソ
の
部
将
ウ
ル
グ
ー
・
ハ
ー
ン
（
一
〕
一
σ
Q
び
蔚
　
｝
〈
げ
9
1
瞬
）

や
ザ
フ
ァ
ル
・
ハ
ー
ン
（
N
今
夏
囚
劉
海
）
ら
の
活
躍
で
ジ
ャ
ー
ラ
ン

ド
ゥ
ル
（
旨
巴
§
穿
霞
）
の
近
く
で
撃
破
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
即
位
第

三
年
の
一
二
九
八
年
秋
、
　
サ
ル
デ
ィ
ー
ω
巴
象
と
い
う
も
の
に
指

揮
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
シ
ヴ
ィ
ス
タ
ー
ソ
　
（
Q
o
三
千
9
）
を
占
領

し
た
。
ザ
フ
ヅ
ル
・
ハ
ー
ン
が
大
軍
を
率
い
て
シ
ヴ
ィ
ス
タ
ー
ソ
攻

略
に
向
い
、
ま
も
な
く
こ
れ
を
降
し
、
サ
ル
デ
ィ
ー
と
そ
の
一
族
を

始
め
、
モ
ン
ゴ
ル
人
ら
を
多
数
捕
え
、
頸
枷
を
は
め
て
デ
リ
1
に
送

っ
た
。
し
か
し
六
九
八
二
二
・
の
終
り
、
す
な
わ
ち
一
二
九
九
年
の

秋
に
は
、

　
　
こ
の
同
じ
年
〔
六
九
八
〉
・
国
・
〕
の
終
り
に
、
ク
ト
ゥ
ル
グ
・
フ
ワ
ー
ジ

　
ャ
（
ρ
鄭
梓
一
蘇
σ
q
げ
　
H
（
プ
毛
卸
噺
9
）
と
そ
の
子
を
始
め
、
二
・
三
千
の
モ
ン
ゴ
ル

　
人
が
マ
ー
ワ
ラ
ー
・
ウ
ン
ナ
フ
ル
（
鼠
騨
≦
錠
騨
、
御
守
劉
ρ
ピ
）
か
ら
ヒ
ン
ド

　
ゥ
ー
ス
タ
…
ソ
征
服
に
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
は
イ
ン
ダ
ス
河
を
渡
っ
た
。

　
そ
し
て
彼
ら
は
こ
の
国
土
を
占
領
す
る
意
閣
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
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の
進
軍
の
途
中
に
あ
る
村
落
や
都
会
を
破
壊
・
劫
掠
し
な
か
っ
た
。
彼
ら

は
そ
れ
ら
を
彼
ら
の
王
国
の
一
部
分
と
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼

ら
は
デ
リ
ー
の
〔
城
門
〕
前
に
軍
鴬
を
設
け
、
包
囲
戦
を
開
始
し
た
。
附

近
の
町
や
村
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
恐
怖
の
た
め
非
常
に
多
数
の
住
民
が
デ

リ
ー
市
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
大
混
雑
を
来
た
し
、
モ
ス
ク
や
、
辻
、

市
場
、
そ
の
他
の
市
内
の
広
場
に
立
錐
の
余
地
も
な
か
っ
た
。
人
々
は
人

ソ
の
簾
政
（
一
一
一
五
一
～
轟
ハ
一
）
の
後
、

治
し
た
。
そ
の
残
（
＝
一
六
五
～
六
）
後
は
ム
バ
ー
ラ
ク
・
シ
ャ
ー
が

即
位
し
た
が
ム
ト
ウ
ゲ
ソ
の
孫
バ
ラ
ク
（
b
d
錠
9
ρ
）
が
フ
ビ
ラ
イ
の

勅
書
を
た
て
に
と
り
汗
位
を
奪
っ
た
（
一
二
六
六
）
。
し
か
し
彼
は
カ

イ
ド
ウ
か
ら
圧
力
を
蒙
り
、
そ
の
対
イ
ル
汗
戦
は
か
え
っ
て
イ
ル
汗

ア
バ
カ
の
破
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ま
も
な
く
没
す
る
と
（
　
二
七
　
）
、

　
口
過
剰
に
悩
ま
さ
れ
、
穀
物
そ
の
他
の
食
糧
を
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
す
る
途
を
ふ
さ
が
れ
、
物
価
が
高
騰
し
た
。

と
い
う
有
様
で
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
こ
の
と
き
は
首

都
の
占
領
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
ン
征
服
を
め
ざ

し
、
真
直
に
デ
リ
ー
に
向
っ
て
進
ん
だ
。
デ
リ
ー

市
民
は
恐
怖
に
お
の
の
い
た
が
、
ザ
フ
ァ
ル
・
ハ

ー
ン
の
率
い
る
右
翼
軍
は
勇
敢
に
モ
ン
ゴ
ル
の
陣

中
に
突
入
し
、
彼
ら
を
退
却
せ
し
め
た
が
、
追
撃

の
途
中
、
タ
ル
ガ
イ
（
6
霞
σ
q
げ
巴
）
の
指
揮
す
る

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
伏
丘
ハ
に
囲
ま
れ
、
戦
死
し
た
。
彼

の
死
を
聞
い
た
ス
ル
タ
ー
ソ
は
嫉
妬
か
ら
か
え
っ

て
喜
こ
ん
だ
と
い
う
。

　
十
時
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
雫
は
オ
ル
ガ
！
ナ
・
ハ
ト
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ダ
ー
（
と
σ
q
言
）
が
統
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バ
ラ
ク
の
子
ド
ゥ
ワ
（
O
o
毛
㊤
）
が
汗
位
に
つ
い
た
（
一
二
七
四
頃
）
。

カ
イ
ド
ウ
の
死
後
、
よ
う
や
く
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
家
は
そ
の
麹
由
を
園

復
し
た
が
、
ド
ゥ
ワ
は
一
三
〇
六
年
に
窮
し
、
ク
ソ
ジ
ュ
ク
（
囚
8
鄭
争

〕
○
β
〆
）
と
タ
リ
ク
i
（
出
鉱
芽
。
）
の
短
い
治
世
の
後
、
ケ
ベ
ク
（
隊
？

ぴ
①
開
）
が
即
位
し
た
が
、
彼
は
北
京
に
い
た
ド
ゥ
ワ
の
子
エ
セ
ン
．

ブ
カ
（
や
瓢
ω
2
焦
げ
○
¢
ρ
9
）
を
迎
え
て
位
を
譲
っ
た
。
後
者
の
死
後
、
再

び
ケ
ベ
ク
が
政
権
を
と
っ
た
へ
一
三
二
〇
頃
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
統

治
者
に
転
移
は
あ
っ
た
が
、
ド
ゥ
ワ
に
よ
っ
て
完
全
な
主
権
を
回
復

し
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
朝
は
や
が
て
外
部
に
向
っ
て
勢
力
を
振
い
始
め
る
。

し
か
し
．
東
、
北
、
西
の
各
方
面
で
は
フ
ビ
ラ
イ
、
ヂ
訊
チ
、
フ
レ

ー
グ
の
各
家
が
す
で
に
確
固
と
し
た
地
歩
を
築
い
て
い
て
、
そ
の
領

土
拡
張
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
専
ら
南
方
の
ア
フ
ガ
ー
ニ
ス
タ
ー

ソ
と
イ
ン
ド
に
向
っ
て
進
路
を
開
い
た
。
し
か
し
（
ア
フ
ガ
ー
ニ
ス

タ
ー
ソ
西
部
に
は
土
着
の
タ
ル
ト
（
囚
霞
け
）
朝
が
あ
り
、
彼
ら
は
東

部
ア
フ
ガ
ー
ニ
ス
タ
…
ソ
に
出
て
、
こ
こ
か
ら
藪
北
イ
ン
ド
へ
の
途

を
と
り
侵
略
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。
一
工
九
九
年
に
侵
入
し
た

ク
ト
ゥ
ル
ク
・
フ
ワ
ー
ジ
㍗
一
と
は
東
部
ア
フ
ガ
ー
ニ
ス
タ
ー
ソ
に

采
領
を
授
け
ら
れ
て
い
た
ド
ゥ
ワ
の
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
デ
リ
ー
の
ア
ラ
弓
・
ウ
ヅ
デ
ィ
ー
ソ
は
、
こ
の
ク
ト
ゥ
ル
ク
・

フ
ヴ
ー
ジ
ャ
ー
の
侵
入
を
退
け
た
後
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ソ
（
影
ε
㍗

。・

｢
窯
）
の
チ
ト
ー
ル
（
O
プ
詫
。
同
）
と
ラ
ン
タ
ン
ボ
ー
ル
（
菊
一
員
夢
㌣

鶯
σ
財
自
）
の
征
服
事
業
に
乗
り
出
し
た
が
、
そ
の
す
き
を
ね
ら
っ
て

．
再
び
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
モ
ン
ゴ
ル
が
侵
入
し
た
。

　
　
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ラ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
…
ン
が
遠
方
の
城
塞
の
攻
略
に
従

　
芳
し
て
お
り
、
そ
の
地
に
長
期
闘
留
ま
る
で
あ
ろ
う
と
の
情
報
が
マ
ー
ワ

　
ラ
ー
・
ウ
ン
ナ
ワ
ル
に
達
し
た
と
き
、
す
で
に
述
べ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
タ
ル

　
ギ
i
（
6
鍵
σ
Q
｝
島
）
は
大
軍
を
率
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
ン
の
劫
掠
に
や

　
っ
て
来
て
、
デ
リ
ー
芦
辺
の
ジ
ャ
ム
ナ
…
河
目
騨
一
に
駐
押
し
た
。
し
か
し
ス

　
ル
タ
ー
ン
は
チ
ト
…
ル
の
攻
略
を
終
え
、
一
ヶ
月
前
に
デ
リ
ー
に
帰
還
し

　
て
い
た
。
も
っ
と
も
ス
ル
タ
ー
ソ
の
軍
隊
の
兵
土
た
ち
は
南
方
の
デ
ッ
カ

　
ン
の
ア
ラ
ン
ガ
ル
（
冴
H
銘
σ
q
鍮
）
遠
征
に
繊
か
け
て
い
て
、
　
ラ
ン
タ
ン
ボ

　
ー
ル
の
征
服
後
、
大
部
分
の
将
軍
た
ち
は
各
膚
の
榮
饒
（
祁
σ
Q
導
）
へ
帰
還

　
し
て
い
た
の
で
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
手
許
に
あ
る
軍
隊
は
附
と
長
期
間
の
遠

　
征
の
た
め
装
備
も
充
分
で
な
か
っ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
当
惑
し
な
が
ら
手

　
勢
を
率
い
て
デ
リ
ー
を
娼
て
、
シ
ゾ
i
（
ω
菖
）
の
野
に
陣
を
張
っ
た
。

　
亜
壕
を
掘
り
、
茨
を
め
ぐ
ら
す
な
ど
の
防
禦
手
段
を
構
じ
、
各
地
か
ら
召

　
還
し
た
将
軍
た
ち
の
到
着
を
待
っ
た
。
し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
一
7
ー
リ

　
一
の
周
辺
を
占
領
し
、
そ
の
地
際
を
築
い
た
と
き
ま
で
に
将
軍
た
ち
は
彼

　
の
許
に
参
集
し
な
か
っ
た
。
あ
る
も
の
は
コ
ー
ル
（
鍛
巳
）
で
、
あ
る
も
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の
は
バ
ラ
ン
（
切
恥
奏
e
で
待
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
二
ヶ
月
経
過
し
た

　
が
、
、
タ
ル
ギ
ー
は
絹
ら
か
な
理
由
も
な
く
た
ち
法
っ
た
。
デ
リ
ー
の
藤
下

　
た
ち
は
こ
れ
を
墾
シ
ャ
イ
フ
・
ニ
ザ
ー
ム
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
　
（
ω
丁
即
節
げ

　
累
益
ヨ
毒
争
U
ご
）
1
彼
の
霊
願
は
神
聖
な
れ
か
し
…
i
の
法
力
に
帰

　
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
彼
の
奇
蹟
の
一
つ
に
数
え
た
。
タ
ル
ギ
…
は
恐
慌

　
に
お
ち
入
り
、
狼
心
し
て
た
ち
去
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
タ
ル
ギ
ー
と
は
同
じ
く
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
王
子
の
一
入
で
あ
っ
た
。

こ
の
戦
の
後
、
ア
ラ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
は
真
剣
に
モ
ン
ゴ
ル
侵
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

防
衛
策
に
と
り
組
み
、
各
種
の
改
革
を
実
施
し
た
。
ま
ず
、
シ
リ
ー

を
首
都
に
定
め
、
こ
の
地
に
新
宮
殿
を
造
営
す
る
と
と
も
に
、
破
壊

さ
れ
た
嘱
デ
リ
ー
の
城
壁
を
修
復
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
ル
ー
ト
に

沿
っ
て
新
し
く
城
塞
を
設
け
、
兵
員
を
常
駐
せ
し
め
、
食
糧
・
武

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

器
の
供
給
を
確
保
し
た
。
　
こ
と
に
辺
境
の
拠
点
サ
ー
マ
ー
ナ
　
（
ω
？

営
箇
づ
鋤
プ
）
、
ム
ル
タ
ー
ン
（
竃
巴
叶
箇
質
）
、
デ
ィ
バ
ー
ル
プ
！
ル
（
】
）
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

げ
巴
℃
鍵
）
な
ど
に
精
鋭
を
駐
屯
せ
し
め
た
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
の
騎
兵

と
戦
う
た
め
強
力
な
常
備
軍
を
整
え
る
必
要
を
認
め
、
多
数
の
兵
員

を
養
う
た
め
に
は
重
税
を
課
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
米
、
麦
、

塩
、
砂
糖
、
油
な
ど
の
必
需
物
質
の
公
定
価
格
を
定
め
、
安
い
給
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
兵
士
た
ち
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
は
か
っ
た
。
ま
た
王
領
地
の
生

産
物
は
首
都
の
穀
物
庫
に
跡
え
て
非
常
時
に
備
え
、
一
般
の
農
央
も

農
作
物
を
国
家
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
米
穀
商
に
引
き
渡
し
、
露
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

，
の
貯
え
を
許
さ
な
い
な
ど
徹
底
し
た
統
糊
経
済
を
実
施
し
た
。

　
　
こ
れ
ら
一
連
の
政
策
は
あ
る
程
度
成
功
を
収
め
た
ら
し
い
。
ム
ガ

　
ー
ル
朝
の
宮
廷
史
家
ニ
ザ
ー
ム
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
・
ア
フ
マ
ッ
ド
は

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
食
糧
と
兵
士
の
軍
装
が
安
価
に
な
っ
た
後
、
軍
事
力
は
増
大
し
た
。
モ

　
　
ソ
ゴ
ル
人
の
侵
入
と
圧
政
の
門
戸
は
こ
の
よ
う
に
し
て
閉
ざ
ざ
れ
た
。
モ

　
　
ソ
ゴ
ル
の
軍
隊
が
デ
ジ
ー
に
向
え
ば
、
彼
ら
は
こ
と
ご
と
く
捕
え
ら
れ
、

　
　
殺
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
あ
る
と
き
、
チ
ン
ギ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
の
孫
ア
ゾ
…

　
　
ベ
グ
（
、
〉
麟
切
④
σ
q
）
と
タ
ル
タ
ク
（
8
節
H
け
9
⊃
5
が
四
万
騎
を
伴
っ
て
シ

　
　
ヴ
ァ
リ
ク
（
つ
。
プ
，
艶
δ
丘
陵
の
沿
辺
、
ア
ム
ロ
…
バ
ー
（
〉
欝
8
プ
9
1
）
め

　
　
ざ
し
て
侵
入
し
た
。
ス
ル
タ
ー
ソ
・
ア
ラ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
は
マ
リ
ク
・

　
　
ナ
ヤ
ク
・
ア
フ
ル
・
ベ
グ
（
ソ
向
9
・
厳
内
犠
3
葵
と
＾
冨
二
四
㊦
σ
q
）
に
命
じ
て

　
　
大
軍
を
も
っ
て
迎
撃
せ
し
め
た
。
彼
ら
は
ア
ム
ロ
…
バ
ー
の
領
域
に
入
り

　
　
会
戦
し
た
。
大
部
分
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
殺
さ
れ
、
ア
リ
ー
・
ベ
グ
と
タ
ル

　
　
タ
ク
は
捕
え
ら
れ
、
鉄
鎖
を
首
に
つ
け
ら
れ
、
捕
獲
さ
れ
た
二
万
頭
の
馬
と

　
　
と
も
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
適
適
に
引
き
出
さ
れ
た
。
そ
の
臼
ス
ル
タ
；
ン
は

　
　
布
か
ら
出
て
、
ス
ブ
ハ
ー
二
一
・
チ
ャ
ブ
タ
ラ
（
ω
暮
田
島
Ω
嫁
げ
暮
ρ
㌶
）

　
　
に
お
い
て
閲
兵
式
を
催
し
た
。
軍
隊
は
こ
の
地
か
ら
イ
ン
ダ
ル
パ
ト
（
営
，
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鼠
壱
鉢
）
ま
で
二
列
に
整
列
し
た
ひ
こ
の
と
き
ア
リ
ー
・
ペ
グ
と
タ
ル
タ

ク
・
ベ
グ
そ
の
他
の
捕
虜
は
ス
ル
タ
…
ン
の
薦
前
に
導
か
れ
、
彼
ら
の
多

く
は
象
の
脚
下
に
投
げ
ら
れ
、
殺
さ
れ
た
。
…
…

　
第
二
早
目
に
は
ケ
ベ
ク
（
囚
。
げ
①
ε
と
い
う
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
大
軍

を
率
い
て
バ
カ
ル
（
丙
劉
ρ
閑
賃
）
の
町
に
現
れ
、
デ
リ
ー
の
軍
隊
と
戦
っ

た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
多
く
は
殺
さ
れ
、
パ
ダ
ー
ウ
ー
ン
（
切
ρ
轟
劉
）
門

の
附
近
に
彼
ら
の
頭
蓋
骨
で
塔
が
築
か
れ
た
。
暫
ら
く
し
て
、
別
の
モ
ン

ゴ
ル
軍
が
一
二
万
の
精
鋭
を
も
っ
て
シ
ヴ
ァ
ー
リ
ク
　
（
曽
乏
餌
賦
醤
）
地
ゐ
カ
に

現
れ
、
そ
の
地
方
で
掠
奪
を
始
め
た
。
こ
れ
が
ス
ル
タ
～
ン
の
耳
に
入
る

と
、
彼
は
大
軍
を
派
遣
し
た
。
こ
の
軍
隊
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
退
路
に
あ
た

る
ラ
…
ヴ
ィ
ー
（
肉
嬰
．
矧
）
河
の
近
く
に
陳
取
っ
た
。
多
く
の
掠
奪
晶
を
背

負
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
ラ
ー
ヴ
ィ
ー
河
の
岸
に
到
擁
し
た
と
き
、
デ
リ
r

の
軍
隊
は
勇
敢
に
芸
北
し
、
輝
か
し
い
勝
利
を
え
た
。
彼
ら
は
多
数
の
モ

ン
ゴ
ル
の
将
校
た
ち
を
捕
え
、
近
く
の
タ
ラ
！
イ
ナ
（
8
鴛
9
ー
ヨ
筈
）
の
城

塞
中
に
幽
閉
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
家
族
や
従
者
た
ち
を
デ
リ
ー
に
送
り
、

市
場
で
奴
隷
と
し
て
売
に
出
し
た
。
そ
の
後
、
マ
リ
ク
・
バ
ー
ス
・
ハ
ー

ジ
ブ
　
（
り
臼
ρ
謡
閃
麟
び
蝉
噸
廻
附
鴇
σ
）
　
は
タ
ラ
…
イ
ナ
に
派
遣
さ
れ
、
　
繍
潔
鵬
を

処
刑
し
た
。
　
こ
の
後
暫
く
し
て
、
イ
ク
パ
ル
マ
ン
ダ
（
剛
の
σ
巴
羅
ρ
髪
㌶
）
と

い
う
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
大
軍
を
率
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
ン
に
侵
入
、

し
た
。
デ
ィ
ハ
ン
ダ
（
O
旨
9
巳
㊤
財
）
で
彼
と
デ
リ
ー
軍
と
の
闘
に
戦
が

　
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
彼
は
殺
さ
れ
、
他
の
モ
ン
ゴ
ル
人
ら
は
捕
え
ら
れ
、

　
デ
ジ
ー
に
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
象
の
脚
、
下
に
踏
み
潰
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

　
モ
ン
ゴ
ル
人
の
心
は
恐
怖
に
襲
わ
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
…
ス
タ
ー
ン
征
服
の
野

　
望
は
挫
か
れ
た
。
こ
の
国
土
は
彼
ら
の
圧
迫
か
ら
ク
ト
ゥ
ブ
・
ウ
ッ
デ
ィ

　
ー
ン
・
ム
バ
…
ラ
ク
・
シ
ャ
ー
（
ρ
葺
ぴ
凸
早
O
団
鵠
累
郎
σ
一
三
犀
ω
げ
弩
目
）
の
治

　
世
の
終
り
ま
で
解
放
さ
れ
た
。
そ
の
銭
轡
、
ガ
ー
ジ
ー
・
マ
リ
ク
（
0
7
卿
N
目

　
㌶
a
陣
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
ス
ル
タ
ー
ン
・
ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
シ
ャ
…
（
ω
巳
臓
昌

　
目
盛
巴
3
。
。
銀
び
）
は
デ
ィ
バ
ー
ル
プ
ー
ル
と
ラ
ホ
ー
ル
に
采
邑
を
受
け
、

　
モ
ン
ゴ
ル
の
縦
域
に
毎
年
の
よ
う
に
軍
隊
を
送
り
、
そ
れ
ら
の
地
方
に
圧

　
力
を
加
え
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
彼
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
國
土
の
境
界
附
近
で
守
備
に
つ
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
チ
ャ
ガ
タ
イ
．
ウ
ル
ス
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
一
時

は
デ
リ
レ
の
葉
、
ア
ム
ロ
ー
ハ
ー
に
ま
で
進
蹴
し
な
が
ら
こ
と
ご
と

く
デ
リ
ー
の
ス
ル
タ
ー
ソ
軍
に
は
ば
ま
れ
、
彼
ら
の
イ
ン
ド
征
服
戦

は
成
功
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
イ
ン
ド
側
の
防
衛
強
化
の
た
め
ば

か
り
で
は
な
く
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
諸
王
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
も
と
も

と
顯
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ン
か
ら
の
長
距
離
遠
征
で
あ
り
、
し
か
も
楽
時

ア
フ
ガ
ー
ニ
ス
タ
ー
ソ
東
部
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
イ
ル
汗
の
ウ
ル
ジ

ェ
イ
ト
ゥ
ー
と
の
抗
戦
、
東
方
か
ら
は
愚
蒙
治
下
の
元
朝
の
干
渉
を

う
け
、
彼
ら
の
行
動
は
著
し
く
舗
約
を
う
け
て
い
た
こ
と
も
考
え
に
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入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ざ
て
、
さ
き
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
し
、
デ
リ
ー
に
定
住
を
許

さ
れ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
、
ア
ラ
ー
・
ウ
ヅ
デ
ィ
ー
ソ
の
治

世
晩
年
の
一
二
九
七
年
に
殺
識
さ
れ
た
。
生
活
苦
に
堪
え
か
ね
た
彼

ら
が
ス
ル
タ
ー
ソ
の
出
猟
中
に
暴
動
を
企
て
て
い
る
と
の
情
報
が
入

っ
た
の
で
、
彼
は
直
ち
に
全
員
の
殺
獄
を
命
じ
、
一
日
の
う
ち
に
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は

落磐

爵

シリー城跡（ニューデリー南郊）

殺
職
さ
れ
、
家
財
鳳

　
　
　
　
⑯

没
収
さ
れ
た
。
こ
の

ス
ル
タ
ー
ン
の
宮
廷

に
仕
え
た
詩
人
ア
ミ

ー
ル
・
ホ
ス
p
I
に

よ
れ
ば
デ
リ
ー
の
新

城
郭
建
築
の
際
、

　
新
し
い
建
築
に
は

　
血
潮
が
ふ
り
か
け
ら

　
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

　
し
て
彼
は
寸
言
の
羊

　
の
よ
う
な
猛
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
そ
の
目
的
の
た
め
犠
牲
に
し
た
。

と
あ
る
よ
う
に
羊
の
代
り
に
犠
牲
に
供
さ
れ
、
ま
た
イ
ク
バ
ー
ル
の

侵
入
後
、

　
　
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ラ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
残
っ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人

　
た
ち
を
殺
職
し
、
城
壁
の
中
に
塗
り
込
め
る
べ
き
で
あ
．
る
と
の
勅
令
を
発

　
　
　
⑱

　
卜
し
た
。

と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
が
造
営
し
た
シ
リ
ー
の
城
郭
は
今
日
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
の
東
南
部
に
城
壁
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
国
か
ら
の
侵
入
は
暫
く
と
だ
え
た
が
、

ハ
ル
ジ
ー
朝
に
代
っ
て
北
・
中
イ
ン
ド
の
覇
権
を
握
っ
た
ト
ゥ
グ
ラ

ク
朝
の
二
代
目
の
君
主
ム
ハ
ソ
マ
ッ
ド
・
ピ
ソ
・
ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
シ

ャ
ー
　
（
7
R
β
昼
9
b
ρ
b
P
ρ
α
　
げ
一
昌
　
］
り
β
σ
q
】
P
一
ρ
ρ
　
Q
D
プ
揺
げ
）
　
の
治
世
（
二
二
二

五
～
五
一
）
に
タ
ル
マ
ー
シ
ー
リ
ー
ソ
（
ロ
リ
ρ
目
b
P
帥
。
嗣
げ
一
目
一
昌
）
の
侵
入

を
う
け
た
。
タ
ル
マ
ー
シ
ー
リ
ー
ソ
・
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
ケ
ベ
ク
の
後

を
襲
っ
た
エ
ル
ヂ
ギ
デ
ィ
（
国
蔓
σ
q
乙
巴
）
、
　
ド
ゥ
ー
ワ
チ
ム
ー
ル

（
U
ロ
毒
甲
ゴ
目
5
，
同
）
の
短
か
い
治
世
を
経
て
汗
位
に
つ
い
た
も
の
で
、

再
び
伝
統
の
イ
ン
ド
掠
奪
遠
征
を
復
活
し
た
の
で
あ
っ
た
。
パ
ダ
ー

ウ
ー
ニ
ー
に
、

　
　
七
二
九
〉
．
国
．
〔
一
三
二
八
～
二
九
跨
∪
・
〕
年
に
、
以
前
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
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十三・四世紀におけるモンゴル軍のインド侵入（恵谷）

ス
タ
ー
ン
に
侵
入
し
た
ク
ト
ゥ
ル
グ
・
フ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
兄
弟
で
ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
人
支
配
者
タ
ル
マ
ー
シ
ー
リ
ー
ソ
（
］
り
9
H
目
P
9
1
Q
ゆ
一
P
岡
目
団
】
P
）

が
大
軍
を
率
い
て
デ
リ
ー
地
方
に
侵
入
し
、
多
く
の
城
塞
を
破
壊
し
、
殺

識
を
行
な
い
な
が
ら
進
み
、
ラ
ホ
ー
ル
、
　
サ
ー
マ
ー
ナ
、
イ
ン
ダ
リ
ー

（H

ﾃ
α
鎚
団
）
を
陥
し
、
バ
ダ
ー
ウ
ー
ソ
（
切
四
α
餌
凶
昌
）
の
境
界
に
迫
っ
た
。

そ
こ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
と
衝
突
し
、
彼
は
も
と
来
た
途
を
と
っ
て
退
却
し

た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
カ
ー
ラ
ー
ノ
ー
ル
　
（
囚
餌
扇
昌
α
吋
）
の
国
境
ま
で
追
撃

　　　セじド

鞍1

、
晦

トゥグラク朝の都城（ニューデリー南郊）

　
し
、
彼
を
破
っ
た
。

　
そ
の
地
の
城
の
攻
略

　
を
ム
ジ
ー
ル
・
ウ
ッ

　
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ー

　
リ
ジ
ャ
ー
（
蜜
ε
団
㍗

　
損
阜
U
冒
鋭
σ
凶
吋
ご
e

　
に
委
ね
、
デ
リ
ー
に

　
　
　
⑲

帰
還
し
た
。

と
あ
り
、
タ
ル
マ
ー

シ
ー
リ
ー
ソ
は
デ
リ

ー
の
東
、
バ
ダ
ー
ウ

ー
ソ
ま
で
侵
入
し
て

い
る
。
な
お
、
ト
ゥ

グ
ラ
ク
朝
第
三
代
ス
ル
タ
ー
ソ
の
フ
ィ
ロ
ー
ズ
・
シ
ャ
ー
　
（
曽
旨
N

ω
げ
警
）
の
治
世
の
七
五
九
》
昌
国
．
（
一
三
五
七
～
五
八
｝
コ
）
年
に

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
ラ
ホ
ー
ル
近
辺
に
迫
っ
た
が
、
な
す
と
こ
ろ
な
く
引

上
げ
て
い
⑱
フ
・
。
ー
ズ
・
シ
・
あ
覆
（
一
三
八
八
）
、
・
・

グ
ラ
ク
朝
は
王
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
が
、
や
が

て
テ
ィ
ー
ム
ー
ル
の
侵
入
（
一
三
九
八
～
九
九
）
を
招
き
、
史
上
有
名

な
ジ
ャ
ム
ナ
ー
河
畔
で
十
万
人
の
三
三
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の

テ
ィ
ー
ム
ー
ル
の
系
統
を
ひ
く
バ
ー
ブ
ル
は
つ
い
に
イ
ン
ド
の
征
服

に
成
功
し
（
一
五
二
六
）
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
を
創
建
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
結

証口口

　
以
上
、
十
三
世
紀
初
葉
の
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
鷹
下
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

の
イ
ン
ド
侵
入
に
始
ま
り
、
そ
の
後
十
四
世
紀
に
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル

族
の
対
イ
ン
ド
征
服
戦
の
経
過
を
眺
め
て
来
た
。
こ
の
間
に
北
・
中

・
イ
ン
ド
の
支
配
者
は
奴
隷
王
朝
か
ら
ハ
ル
ジ
！
朝
、
ト
ゥ
グ
ラ
ク
朝

と
交
替
し
た
が
、
こ
れ
ら
デ
リ
ー
を
首
都
と
す
る
一
連
の
ト
ル
コ
系

イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
、
い
わ
ゆ
る
デ
リ
ー
・
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
歴
代
の
皇
帝

は
モ
ン
ゴ
ル
族
の
侵
入
に
悩
ま
さ
れ
た
。
大
局
的
に
み
れ
ば
、
初
期

の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
は
西
北
辺
境
の
一
部
は
犯
さ
れ
て
も
イ
ソ
ド
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の
歴
史
の
流
れ
を
大
き
く
転
換
せ
し
め
る
ほ
ど
の
効
果
を
も
た
な
か

っ
た
。
彼
ら
の
主
囹
的
は
フ
ワ
ー
ラ
ズ
ム
朝
の
打
倒
と
東
西
交
通
路

幹
線
の
確
保
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の

チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
国
の
成
立
と
そ
の
南
進
政
策
は
デ
リ
ー
の
ス
ル
タ
ー

ソ
政
権
に
少
な
か
ら
ぬ
脅
威
を
与
え
、
一
時
置
イ
ン
ド
も
モ
ン
ゴ
ル

族
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
か
に
み
え
た
。
ハ
ル
ジ
ー
朝
の
ア
ラ
ー
．

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
に
新
経
済
政
策
を
断
行
せ
し
め
た
の
も
、
モ
ン
．
翠
ル

の
侵
入
が
第
一
の
動
機
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
十
四
世
紀

末
に
い
た
り
、
テ
ィ
ー
ム
ー
ル
の
侵
入
と
な
り
、
さ
ら
に
十
六
世
紀

に
な
る
と
そ
の
血
統
を
ひ
く
パ
ー
プ
ル
に
よ
る
ム
ガ
！
ル
帝
国
の
建

設
へ
と
進
ん
で
行
く
。
こ
う
し
て
十
世
紀
以
後
、
す
な
わ
ち
ガ
ズ
ニ

ー
朝
の
成
立
以
来
、
北
・
中
イ
ン
ド
の
歴
史
は
内
陸
ア
ジ
ア
の
ト
ル

コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系
乃
至
は
ア
フ
ガ
ー
ソ
系
民
族
の
活
動
と
密
接
な
関

係
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
元
山
巻
一
、
本
紀
　
、
太
担
十
四
年
の
条
。
百
納
本
、
工
十
a
。

　
②
元
史
巻
一
、
本
紀
　
、
太
祖
十
五
年
の
条
。
菅
納
本
、
二
十
a
。

　
③
王
国
維
、
聖
武
親
征
録
校
注
（
蒙
古
史
料
校
注
四
種
、
丙
寅
季
夏
清
華
学
校
研

　
　
究
院
刊
）
九
＋
二
b
。

　
④
元
史
巻
～
、
本
紀
一
、
太
祖
十
六
年
の
条
。
善
南
本
、
二
十
b
～
二
十
一
a
。

　
⑤
元
史
巻
一
、
本
紀
…
、
太
祖
十
七
年
の
条
。
菅
納
本
、
二
十
…
a
～
b
。

　
⑥
王
国
維
、
前
掲
書
、
九
十
四
b
。

⑦
王
囲
維
、
前
掲
書
、
九
十
五
a
～
b
。

　
　
那
珂
二
世
、
皇
元
三
二
親
径
録
、
　
（
那
珂
通
世
遣
盤
駈
収
、
校
正
増
注
本
）
　
一

　
二
一
～
三
〇
頁
。

⑧
由
鳥
庫
齎
、
膏
訳
芸
文
元
朝
秘
史
、
続
集
巻
一
、
三
十
六
b
～
三
十
九
b
。
四

　
鶴
叢
刊
本
、
元
朝
秘
史
、
続
集
巻
「
、
E
十
八
b
～
三
十
九
b
。
那
珂
通
世
、
成

　
一
思
汗
実
録
、
改
訂
版
、
　
四
一
　
三
～
四
二
八
頁
。
国
二
。
7
鵠
器
国
凱
ω
o
げ
…
り
冨

　
O
①
げ
鉱
ヨ
o
O
島
9
8
簿
。
島
賃
蜜
。
盗
σ
q
o
一
①
鋒
ピ
。
ぢ
N
茜
曽
一
㊤
蒔
◎
。
’
ω
．
憲
¢
噛

⑨
　
轡
鋭
切
。
属
⑦
…
円
げ
。
講
一
ω
ε
同
鴇
。
｛
昏
Φ
≦
o
ユ
早
O
o
博
の
琶
お
村
』
く
。
一
。
・
二

　
呂
雪
畠
。
ω
け
Φ
さ
お
切
。
。
．
く
9
一
曽
℃
唱
．
一
ω
ω
ゐ
。
。
ご

⑩
戸
9
男
9
く
・
ぽ
質
8
p
σ
簿
鋒
－
学
雲
譲
三
”
》
σ
Q
①
冨
窮
｝
箪
ω
汁
。
蔓
。
囲

　
酔
ず
①
鼠
煽
財
餌
巳
ヨ
ρ
山
p
類
U
同
臨
霧
訟
①
ω
o
h
｝
。
ほ
一
P
σ
罵
8
ぴ
ゆ
竃
ρ
巳
帥
コ
餅
認
一
㌣

　
7
a
と
争
O
冒
》
σ
乎
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d
欝
鴛
－
㍗
．
d
。
喚
舅
帥
穿
恥
く
o
M
恥
噛
い
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嵩
岱
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G
。
Q
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一
．
く
。
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鉾
℃
や
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這
I
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ω
ρ
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貧
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ヒ
d
一
σ
＝
o
夢
。
＄
ダ
貸
o
ρ
o
。
o
蔦
①
。
。
y
O
巴
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簿
雷
．

　
一
Q
。
忠
■
娼
や
。
。
劇
Q
。
ム
P

⑪
図
霧
ぽ
争
巳
6
ヨ
…
蜜
鐙
陣
、
暮
肖
婁
く
曾
認
只
切
。
器
N
坤
ロ
H
．
塑
”
Q
。
g
≡
降

　
＝
①
8
箕
ω
Φ
一
噛
同
ω
8
同
ぞ
騨
窯
。
目
α
q
o
H
o
く
ω
o
o
三
器
巳
。
国
霧
ゲ
一
争
悶
山
a
昌
2
♪
’
6
7

　
鐸
篇
冤
く
。
。
・
♂
o
げ
■
○
浅
一
⑦
一
。
H
ヨ
や
濁
諺
ω
．
諺
誌
紘
日
■
○
ぴ
珍
9
こ
O
び
器
仲
。
＜
”

　
o
e
壁
　
℃
簿
曾
ω
σ
霞
σ
q
魍
一
。
。
q
Q
。
．
℃
℃
．
一
ま
幽
。
。
・
）
o
捗
匂
菅
巳
、
葺
－
8
ρ
護
貯
欝
げ
⑦
鐸

　
ご
団
切
帥
ぼ
ヨ
帥
口
渓
舞
§
押
鱒
く
。
】
。
ウ
辱
擁
㊦
げ
謎
戸
嵩
◎
。
G
。
曜
く
。
ド
智
鳴
や
ω
誤
－
刈
Φ
．

⑫
国
．
ρ
図
ρ
ぐ
鶏
畠
…
○
ワ
9
げ
二
く
9
ゲ
憎
℃
．
①
O
？
一
〇
・

⑬
　
ジ
濫
ズ
ジ
ャ
…
二
一
（
韻
’
○
．
力
撃
♪
ぐ
Φ
誌
《
…
○
℃
・
9
け
こ
ぐ
9
一
唱
や
b
ρ
¢
も
Q
i
Φ
蒔
）

　
に
よ
れ
ば
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
イ
ー
ソ
は
ま
ず
ウ
ー
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The　Mongolian　lnvasion　into　lndia　in　the

　　　　　　　　13th　and　14th　Centuries

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　Toshiyuki　Etani

　　From　the　invasion　of　the　Mongolian　army　under　Chinggis－Khan　at

the　begiiming　of　the　13th　century，　the　Mongolian　made　a　repeated

rald　on　the．　north－western　lndia　till　the　14　th　century．　The　first

invasioR　was　projected　to　dissolve　the　Kh．warizm－Skah　dynasty　and　to

secure　the　possessory　right　of　the　principal　road　between　East　and

West，　happened　to　reach　the　bank　of　the　IRdus　in　pursuit　of　the

south－routing　Khwarizm－Sh2h　king．　Soon，　with　establishment　of　the

kingdom　of　Chaghatai－Khan，　the　Mongolian　started　the　earnest　invasion

to　lndia　and　threatened　the　bacl〈　oi　Sukanat　in　Delhi，　the　development

of　which　this　article　tries　to　trace　with　the　examinatioB　of　its　historical

importance．

Saint－Simon，　Fourier　and　Owen

A　Cornparison　between’French　and
　　　　　　　　English　Socialist　Thinkers

　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　Toshio　Horii

　　Saint－Simon，　Fotirier　and　Owen　were　almost　contemporary　socialist

thinkers　in　France　and　Great　Britain，　and　up　to　this　time　these　three

have　been　regarded　as　“Utopian　socialists”，　and　especially　一Fourier

and　Owen　as　“assoslationist　socialists”．　But，　when　their　ideas　are・

examined，　their　shades　of　opinioR　lead　us　to　another　interpretation．

Though　they　thought　of　the　protection　of　laborers，　the　differen’ce

between　Saint－Simon　and　Owen　is　great　；　in　spite　of　the　same　plan　of

utopia，　their　attitude　fowards　the　actual　society　was　differet．　On　the・

other　hand，　the　fellow　countrymen，　Saint－Simon　and　Fourier，　have

many　points　of　similarity　in　their　social　thoughts．

　This　article　presents　that　their　own・ideas　refiect　iR　tuyn　the　fate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（793）


